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德
川
時
代̂
'

角
普
村
は
.、
：.甲
州
街
道
最
初
の
宿
驛
內
藤
新
宿
に
隣
接
し
、
'

武
藏
國
豐
1

に
鳥
す
る
一
：
村
落
で
あ
づ
た
？

『

新
編
武
藏 

風
土
記
稿』

に
ょ
り
そ
の
概
觀
を
み
る̂

7「

戶
數
苗<

^

*-1̂

十
五
町
‘、
南
北
71

町
許
、，
東
は
內
藤
新
宿
、
西
は
幡
ヶ
谷
村
、
南
は
千
：
 

駄
ヶ
择
、
队
々
木''
0

|

1村
、
北
ほ
成
苧
町
、'.
.淀
橋
町
1

括」

と
.記
ぎ
れ
:̂

い

る

。
，
交

、
，
戈

政

八

年

(
一

八
I

s)

o

「

村
差
出
朋
細
帳」

.
 

に
はT

當
村
之
儀C

、

南
考
甲
州
道
中
往
還
、
"

北
清
.秩
父
遒
往
還
洱
出
張
居
ぎ
候̂
と
あ
り
、'
ぞ
の
：：村
域
は
、
：夫

體

、
へ
现
在
の
^

^

近
分
ら
淀
橋
淨
氷
場
、.熊
野
十
ロ
瓧
を
含
む
ー
帶
と
刹
斷
ザ
る
事
が
で
き
る
デ
現
在
栗
で
吾
タ
の
献
で
採
り
上
げ
ら
れ
て
來
た
關
東
農
村

.
'
 

が
ヽ
す
バ
て
純
谶
村
か
戈
は
キ
如
に
贫
い
農
業
造
產
に
主
ガ
を
瘇
く
村
タ
で

^

つ
^

の
^

反
し
ぃ
^

窖
村
は
江 

一
里
、
法
'
 

:
制
上
江
戶
市
中
と:0
境
、で
あ
：る
四
ッ
谷
太
木
戶4

ら
は
;«
:

か
十
.八
町
で
あ
り
、'.
.
:更
に
內
藤
新
宿
に
隣
接
し
て
：い
る
ど
言
ぅ
點
で
都
市
近
郊
、
 

.村
：と
し
气
の
特
質
を
多
く
持
：つ

」

て
：い
る
.。：ぐ
事
實
、-'
-
,
.後
述
^

る
如
く
、
後
期
に
至
：れ
ば
こ
の
村
は
農
«

&

ー
ロ
ぅ
.
ょ

々
 

と
し
.

て
.
'
:：

商
業
に
银
計
の
途
ぞ
求
め
：る

：

「

村
1-
:

に
變
化
し
て
し
ま5

。)

：
勿
論
酔
J
o
^

し
て
圓
滑
に
な
さ
れ
た
む
の
で
は
な
い
。
後
に
觸
れ
る
樣
に
、
そ
こ
に
は
種
々
の
問
題
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。

(

註)
『

新
編
武
藏
庳
土
記
槁』

大
日
本
地
誌
大
系
第
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,

卷
ニ
百
三
十
五
頁
。
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さ
て
、
こ
の
村
に
關
し
、
殘
さ
れ
た
史
料
の
種
類
は
、
風
俗
、
：
治
. 

|

安
に
關
す
る
も
の
、
建
家
、
.
‘

火
災
に
關
す
る
も
の
等
、
普
通
の
農
村
、
 

i

史
料
に
昆
ら
れ
ぬ
多
彩
な
も
の
で
あ
る
。
是
等
の
史
料
は
社
會
風
俗 

「

的
に
：は
輿
味
深
い
題
材
で
あ
り
、
.
こ
Q

M

か
.ら
江
戶
近
郊
村
都
市
化 

> :

へ
6:
.

侧

面

を

窺
-5
事
が
で
き
る
の(

で
あ
み
テ
が
、- '
'

本
稿
^
お
い
て
は
問 

.

.:
:

„

を
と
の
»

の
_

«

業
、
、
農
業
及
び
商
業
の
：狀
態
：に
つ
き
、
S

0 

.

:ど
.̂
'

て
：の
動
き
を
捉
え
て
み.る
事
に
す
る
。

，

図

/^
未

論

に

入

る

前

に

若

千

时

の

槪

觀

に

つ

思
：

;•
■

令
ず
支
、配
關
係
で
あ
る
が
、
：
近
世
初
頭
以
來
震
で
あ
つ
た
。
し 

'

配」

か
し
、
| &

記
文
政
/1
年
れ
村
明
細
帳
に
は
>
私
領
寺
領
入
畲
分
と
し 

.

附

て

、
神
谷

鏠

殿

カ

g
、

牛
.
込
.

宗
參
寺
、
御
箪
笥
同
心
衆
給
地
、
湯

嶋
. 

■.
.村
.

鱗
祥
院
領
が'
夫
々
若
干
づ
乂
、
合
計
四
十
八
石

一ー1:

斗
餘
が
書
き
上
げ 

.

答

ら

，れ
て
い
る

。

し
か
し
是
等
は
量
的
に
は
僅
少.で
あ
り
、
殆
ん
ど
問 

.

.

難
と
.

す
る
に
.
足
り
な
い
。

_
.次
£

貝
租
.

で
あ
る
。.
寬
永
十
九
年(

一
六
四
二)

の

「

角
箸
村
午
之 

■幕
御
成
ヶ
可
納
割
付
之
事

」

は
、
•

：.

完
全
な
形
で
殘
さ
れ
た
本
村
最
古
の 

’

f e
M

i l
J

付
狀
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
當
初
に
お
け
る
.

.

こ
の
村
の
年 

'

 

:貢
負
擔
を
み
る
と
、..田
方
合
五
町
四
反
九
畝
一
一
十
六
步
、
取
米
十
一

sJh 田
m 步
89.08

屮 田 168.01
下 田 287.28
下 み m
上 々 畑

上 畑 700.00
中 畑 803.06
下 畑 3060.27
下 A 畑 1052.25
林 畑

上 鼓 野

中 費 n
下 萱 野

屋 敷 103-20

.田方小 ..針、 

畑方屋掌計 

合 f !'

延 费 元 年

石

645.07

5770.18

6265.25

39.646

205.411

246.057

延 赞 2 年 同お盛

软步
296.01

石
85.524 12

127.19 12.768 10
110.07

2.08
8.819
0.186

8
6

628.11 81.688 13
1053.14 115.881 11
418,18 37.224 9
313.13 21.940 7
386.06 19.310： 5
98.18 2.958j 8

128.12 3.702 3
36.J7 0.914 2.6
69.16 1.390 2

*4861.09 493.829 10

636.05 57.242

7968.00 778.834 . . . 、

8604.05 885.676

石
七
斗
六
升
七
合
、
.

畑
方
合
六
十
三
町
三
反
七
畝
十
步
、
取
永
十
八
貫
七
.

百

三

十

文

"

屋

敷

 

一
K T

五
反
六
畝
十.V.

步
、
取
永
一
貫
五
百
六 

十
四
文
と
な
っ
て
居
り
、
こ
の
外
、
桂
、
大
豆
、

野

錢

が

納
. #

さ
れ
て
い
だ
？

以
後
延
寶
ニ
平2 :

六
七
四>:

の
檢
地
，に
至
る
迄
は
、

多 

少
の
變
動
は
檢
見
取
り.の
結
果
當
然
で
あ
っ
た.が
、
大
約
こ.
の
#

な
狀
態
で
あ
っ
た
。.し
か
し
：延
寶
の
檢
地

：

に
よ
り
、
甶
畑
の
面
積
、
石 

高
に
相
當
の
變
化
を
み
せ.て
い
.

る
。：
撿
地
前
後
の
高
請
地
面
積
及
び
石
高
を
對
照
す
れ
ば
第
一
員
の
如
く
で

あ

る

。

;

卽
■
ち
、
：.こ
：の
表
よ
り
撿
地
に
よ
る
村
高
の
急
增 

は
、
.

耕
作
地
た
る
田.
畑
の
.
檢
出
に
よ
る
も
の
で
.は 

な
く
、
村
高
の
半
：ば
以
上
•を
占
め
る
屋
敷
地
の
急 

增
に
.

よ
る
事
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
.む
し 

ろ
田
畑
は
減
少
さ
え
し
て
い
る
。
.
.

こ
V

で
屋
敷
地 

.

と
は
：何
か
V

問
題
と
な
る
わ
け
：で
あ
る
が
、
そ
れ 

が
字
義
通
り
の
意
味
に
解
釋
す
べ
•

き
で
な
.ぃ
事 

ぼ

、
だ
と
え
ば
後
年
の
土
地
賣
賈
證
文
そ
の
他
に 

'
.
屋

敷

畑

な

る

 

ー|目̂

が
用
い
ら
れ
て
.い
る
事
か
ら
も 

推
測
さ
れ
る
。'
こ
め
屋
敷
地
の
問
題
妆
本
論
に
お
.

 

.

 

て
述
べ(

る
事
項
と
やi
M .

聯
し
て
來
る
の
で
、 

者
，干
紙
數
を■
さ
き
、
.'延
寶
の
檢
地
に
つ
い
て
少
し 

明
ら
か
：に

..

1>:

て
置
く
必
要
が
あ
る。
' .

.ハと

:0
.檢地は中川八郞左衞門

"關
：ロ
：作

左

衞 

_

兩
人
の
改
め
良
よ&

わ
れ
て
い
.る
，
：

『

新
編

第 1 表延齊検地前後の高請地比較對照表

の中は石盛1 4 の宿犀敷が含まれてい

都
市
迪
郊
枝
■の

諸

問

_

へ 

三

(

ニ
0
、
一)



' 第2 表 挎 高 別 撫 成 表 (延寶2 年)
1 . .  ■ ■

. '  - .
犀 敷 地  
3 反以上

屋 敷 地  
3 皮以下 寺 ： 社

fO 石以上 2 .： 0 0丨-
5 0 石〜8 0 石 0 0 0
8 0 石〜2 0 汩 3 .' ノ.. ： 4: 0

•20石ん〗0 石.. 15 , 9 0
1 0 石〜 5 S 6 17 X
5 石〜’'3+.右.— 4 ' 9 0
3 汩〜 2 石 0 1 0
2 石〜4 石 0’ 3 0
1 石以下 :0ソ 3 0
合 計 30 46 1

7
T
~
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一
 

武
藏
風
土
記
稿』

に
よ
れ
ば
、
同
年
兩
人
に
よ
り
檢
地
の
行
わ
れ
た
村
は
附
近
の
千

.

:

撒
ヶ
谷
射
、
下if

田
种
等
が
あ
る
。
；當
峙
の

：

檢
地
帳
原
本
は
殘
っ.て
房
ら
ず
、
僅
か 

:

か

,:
寺

;:
:

.

.

:
 

, 
. 

.

.に.後
年
の
寫
し
を
見
出
し
得
る
が̂
'
檢
地
直
後
に
作
ら
れ
た「

角
喾
村
寅
之
御
檢
地 

:

_

地

灯
0
 

0
 

4
- 

9
 

n
 

.

9

1

3
 

8

46
.

'

名
寄
帳
1-

が
.殘
存
し
て
い
る
の.で
、
パ
是
を
檢
地
帳
よ
り
作
さ
れ
た
も
の
と
見
做
し
、 

:;
.表
^

反

:

.

.

'

.
: 

' 

. 

:

各
人
.

9

_高
を
算
出
し
て
み
る
と
务
ー
轰
の
如
く
で
あ
な
。

;•

:

拭

.：：
 
= 

:
;
! !

!

:

.

こ
.の表：によ久、

.持
高
の
多
い
も
の
は
屋
敷
地
を
三
反.以
上

持

ち

、

少

，い
者
は
三 

'
i

動
社

2 

0 

C
0

15
6 

4 

0 

0 

0

30
虎
以
下
：で
あ
る
と
一
い
ぅ
傾
向
が
明
ら
办
と%;
'っ
た
-0
前
者
を
做
に
A
グ
ル
ー
ブ
と

高

犀
3
, 

. 

:

1
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に■
つ.
い
て
更
.に
檢
討
を
加
ぇ'
て
み
よ
-3

。
ま
ず
最
大
の
高
持
ち 

一
持' ~

~
;
'

石
^ .

.

石
！石
：
 

' 石
..

石
.右
.

.
卜

.

:
は
屋
敷
六
町
六
反
ニ
畝
五.歩
、
高
六
十
■六
石
一
耳
一
升
五
合
餘
を
有
す
る
茂
左
衞
門 

,

表

■:
.
5
1
1
:

 |

 

^
 

■:■
■

:.
.で

あ
--
-

^
,.
'

第
ー
1

位
の
&

敷

地

：
五

：町

九

反

/1

献
十
六
步
、
高
五
十
九
石
八
斗
五
升
三
合 

- 

'第

.:
_

^

S

H

.穿
お「

有
お
，
石

合

';

餘
の
猶
^

^

門
b

共

；
に

群

を

把

い

P

い
.る
0

と
こ
ろ
で
注
目
す
べ
き
事
は
、
兩
者
と 

:•
:
: V

.

 

5
 

5

-

8

2

1

.

1

」

も
.全
<̂
.
耕
作
地
龙
有
1>

て
い
な
.い
事
で
、
.こ
の
事
實
は
八
グ
ル
ー
プ
の
殆
ん
ど
全
員 

に
っ
ふ
て
見
出
し
栂
る
。
，卽
ち.、
.:
'

同

グ

：
ル

ー

プ
—.

ー"ー
十
人.中
、
：屋
激
叉
は
宿
息
敷
以
外
の
土
地
を
有
す
る
者
は
僂
か
三
人
で
あ
り
、
し
加
も 

,そ
れ
等
に
つ
い
て
も
、
耕
怍
地
の
右^

は
極
め
て
僅
か̂

あ
り
、

こ
の
グ
ル
ー
ブ
圣
員
が
全
く
屋
敷
地
の
み
の
所
有
者
で
あ
っ
た
と
?

っ 

.

「

て
.も
過
言
で
は
な
い.
,-
°
:

特
-^

の
.
<
1
4
2
は
四
百
五
十
一
ー

1
石
餘
と
な
ゎ
、"
第〈

ー.
表
に
萊
し
た
角
普
村
屋
敷
地
石
高
の
殆
ん
ど
.
、
，そ
.
1:
て
全
村
高 

の
华
ば
.以
上
を
*

^

て
：い
る
*

に
.一
な
.る 

.

■:
'

次
に
：屋
«

地
ー
ー
ー
反.以
：下
0.

它
,

.
ル

ー

プ

：
に

つ

い

：て

翁

察

^

て
’み

：
よ3

。
、
ま

地
の
合
計1:

一
町
九
.反
：

v

步
、
石
高
-:
十
七
右
3
斗
3 

'
升
.七
^：
餘

、

：：

內

屋

敷

地

：
が
九
献

 
一：

m

一
 
步
、
高
九
斗
七
升
三
合
餘
で
あ
り
、
普
通
の 

農
村
で
み
ら
れ
る
形
と
何
等
興
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
以
下
の
#
に
つ
，い
て
も
同
様
の
事
が
言
い
得
る
。
こ
の
グ
ル
ー
ブ
は
角
筲
村
田
畑
の

写
£

學
僉
雜
誌
-:
'

第
四
十
七
怨
：：
第
：13

ハ
バ
:

■

 

四

2

〇
5

殆
ん
ど
を
所
有
し
、
，
屋
敷
地
は
田
畑
に
對
し
て
比
較
に
な
ら
ぬ
程
少
い
の
で
あ
る
。
、

.

 

こ
の
様
な
兩
グ
ルi

K

の

間

の

明

確

た

相

遠

は

：
、
：
：
吏

に

も

，

一

'

っ
.
.の
事
實
に
よ
っ
：て
强
化
さ
れ
て
い
る
。
.
そ
れ
は
、'
入
 

,

內
、
た
^

人
の
例
外
釔
除
い
：て
全
員
が
、ク

r

秋
本
攝
津
f

殿

內
.
茂
左
■

門J
'
T

松
平
伊
豫
守
殿
內'V
穡
右
衛
門」
の
如
く
、
肩
書
を 

有
し
て
い
る
事
で
あ
る
。̂

の
肩
書
が
こ
の.村
に
多
く
存
す
る
武
家
屋
敷.の
.主
を
示
す
も
の
で
あ
る
事
は
疑
ぅ
餘
地
も
な
い
。
.
名
寄
帳
の 

末
恩
に
は
、
：

「

御
代
官
樣
江
蒙
方
ノ
名
ブ
御
水
艉
之
面
此
帳
面
之
通
相
不
替
書
上
候
覺
留

^

と
し
て̂

て
い
る
。
左

に

擧

げ

ょ

怎

ぃ

パ

.匕 
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誰̂̂
^
^
^
 ̂

.

■■
:

,

 

:

此
高
何
石
何
斗
何
升
何
合
何
才
フ
ノ
く
こ

」

厂

.-

乂
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.

「
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:
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中
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.
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v
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右
之
通
约
箸
仗
寅
之.御
檢
地
御
水
帳
之.面
-

武
家
方
御
屋
敷
者
御
家
來
衆
之
名
付U

.M

避

-®

間
、
如

此

書
-#

指
士
申
候
.，
少
4

秣
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#
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御

座
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：

，.
'

^
 

.

;

)

：
ィ.
'
:-
:,:

'
.
'
' 

•
:
 

.

 

.

• 

' 

:;
,

'

.

.: 

V

-.
' 
武
州
豐
嶋
郡
角
答
村：
：

：
、
':•
■

' 

.

.

へ
'
'

I、

、
 

.

 

^
 

^

 

■ 
V
 -

 
•

 
-

 

■

'..

..'.:-

名

主

伊
'.

左
'.

衞

：門 

- r
:
'
:
.ド
'、''
'
、：
-

-
 

-

 

^

 

七
：月
：廿
ニ
日
.

.

'

■

'

■

:
 

■

■

 

■

. 

:

傲
：
^

衛

門

：

..

パ 

一
 

.

.

.

ン

:

;

'

v

パ

.

. 

八郞右衞

-

門

.

L
、

パ

—

■

'

く
'
'…

.

.

 

■
:
.

パ：
.
,
;
'
■

,

:

 

.

.

.

.

 

•

.

 

'
し

'
.

.

,

足
っ
て
、'
.こx

に
檢
出
さ
れ
た
A
グ
ル
.丨
プ
.は
苜
姓
で
は
な
く
、
意
外
に
も
武
士
藤
で
あ
っ
た
事
が
率
明
し
た
。
^
L檢
地

帳

.の
名
請 

ST, 

都
市
近
郯
村
の
^
問
題
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六

(

ニ
〇
四)

人
Iが
被
支
配
荇
た
る
農
民
で
あ
り
、
檢
地
に
ょ
っ
て
身
分
秩
序
の
確
宛
が
行
わ
れ
た
、と
す
る
な
ら
ば
、C

带
村
の
場
合
は
說
明
が
不
可
能 

と
な
ら
ぅ
。
と
も
角
、
檢l

i
k

姓
と
武
士
が
名
請
人
と
し
：て
並
列
：さ
れ
て
.い
：る
溥
は
矛
盾
に
滿
ち
：た
事
と
言
わ
ね
ば
な
ら
.な
い
。

こ
' 

の
矛
姐
を
是
芷
せ
ん
が
.
ため
.に
撳
地
11
後
に
前
揭
の
武
家
方
屋
激
の
書
き
出
し
.が
命
ぜ
：ら
扣
'
名
寄
帳
に
は
誰
某
殿
內
.雅
ド 

さ
れ
名
に
至
つ
た
も
0

^
解
釋
ざ
れ
る
。

-パ

，';
■:
:
:
'

〉

'
.ぐ
'-」

：
'

.
'•:
.
'■
:
:ベ.

.

.'
一
 

一
 

'
: 

@

0

檢

地

：
#

寫

：
も
.；
に
：
は

、
：
寫

：
し

た

當

時

®

是
に
.は
肩
書
そ
の
他
兩
者 

''
'
'-

'を
區
別
し
-#
る
.樣
な
記
齓
«-
何
尊
な
い
^

'

.
'

:

:'
: 

' 

r
v
.
.
. 

.

:

'

:

■. 

.

:

角
箸
村
.の
武
家
屋
敷
は
大
別
し.て
拜
領
屋
敷
と
抱
屋
敷
に
分
け
ら
れ
る
。
.
前
者
は
公
的
な.;%
$
.
.で
.あ

り

.、
：
，
こ

の

場

合

は

勿

論

年

貢

他

で
 

は
&

い
。
從
つ
て
新
た
に
設
定
を
み
る
族
合
は
そ
の
分
.の
石
高
は
村
高
か
ら.差
引
：か
れ
る
°
角
瞥
村
の
延
寶
以
後
に
お
け
る
村
高
の
減
少 

%:

で
?©
.
猙

領
渥
''
#

設
定
ね
ょ
石
場
合.が
多
い
.0

享
保
ー
；
ー

年

の

「

角

箸

村

鄉

拜

領

地

坪

敷

書

上

ヶ

寫

シ

J

K

ょ
れ
ば
、

拜
領
屋
敷
合
計
十 

.四
、
'
坪

數

六

萬

七

，千

坪

弱

と

、
な

っ
V
'

い
.る
。
叉
後
者
の
抱
屋
敷
は
：私
的
な
屋
敷
と

-

應
觯
釋
し
得
る
。
こ

.

の
設
定
は
賣
寬
を
も
っ
て
行
わ

れ
、.：：

年

貢

地

で

あ

っ

た

◊
'
左

に

 

一

二

の

例

を
i

字

0 :

' 

■

'

く

:

• 

.

.

:

 :

■

: 

: 

. 

•

.

-
 

'

'

、

：
：

■
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.
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■
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■、
'

i

:

.

 

•

 

.
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■ 

,•

「
_ 

,

\

 

:

 
■

 

... 

-r

茶
隊
場
借
申
烟
之
. 

, 

,■■
'
:

■:1

角
#

村
.

i

一
而
七
反
七
畝
拾
戒
步
‘
之
所
、
卯
之
年
九
月
四
日
、ぶ
亥
之
極
月
迄
、
中
年
贰
拾
年
季
.)1

相
定
、
御
茶
園
場
—

焱
子
三
拾
五
雨
.

一

「

賢
上
ヶ
中
所
實 

芷
也
、
代
金
不
殘
只
今
請
取
申
候
、
此
屋
敷
-

お
い
て
親
類
緣
者
脇
ク
少
も
權
無
御
座
候
、‘
若
六
.ヶ
敷
儀
中
者
御
座
候
.■
ハ.
、
、.
我
々
罷
：出
急
度
申
分
ヶ

:

1.

此
屋
敷
御
水
帳
之
表
ラ
者
、
‘屋
敷
.五
畝
拾
豐
步
、
此
右
五
年
七
汁
甙
合
、
上
畑
’鸾
反
八
畝
拾
壹
步
、
此
石
寰
石
置
斗
六
合
、
屋
敷
畑
合
貳
反
三
畝
贰
拾 

_
.
.成
步
、
石
高
合
壹
石
六
斗
七
升
八
合
-一
而
御
座
候
、
御

.

.公
儀
御
年
貢
之
義
者
、
年
々
御
割
付
次
第
相
濟
シ
可
被
成
候
、
諸
役
之
義
ハ
、
，村
並
二
御
勤 

可

被

成

候

.

一
此
屋
敷
平
季
之
.

2;.、

御
公
傣
櫞
做
用
地
二
被

•
召
出
候
ぐ
、
、
右
之
通
御
替
地
指
上
ケ
可
申
候
、1
何
事
.，一

j

不
寄
村
並
御
法
渡
御
背
被
成
間
敷
候
、
爲

. -

後
日
■手
形
仍
如
件• 

V

 

,

-

.

:

v
 

左
'

#

'
門

.
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•

.

■

■
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.
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日
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•

5

て
な
す
べ
l

i

姐
'記
し
て
W

る
i

水
帳
聽
の
面
積
が
實
際
の
：雰
£ :
.

^

■

■

.

も

合
*

せ

賣

貿

さ
S

も
の

f

:

知
れ
な
ぃ
。
へ

實

き.
義

齡

_

衞

門

は
|

の

名

寄

帳
|

_

孩
1

ー
畝
の£

 

■.

と

し

て

赵

て

い

る

：が

、
.
.こ

の

土

地

が

前

教

と

同

ー

で

あ

る

办

否

か

枕

確

定

七

得

丸
>

.

.

、

'
 

.

第
ニ
の
例
と
し
て
次
の
如
き
も
の
を
擧
げ
よ
ぅ
:°
-;
-

;

;
.

' 

V

ベ

.

、
ハ

-
V
- 
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■
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'
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i

出
I

:

ヶ

可

仕

候

、
：
細

年

f

着

^

 

1

1

^

 

蒙

如

. #
:

:

一
 

寬
文
，
年，

_ 

角

箬

村

地

主

ム

兵

衞

，

四
月
廿
日

：

'

 

.
.

.

名、

主
渡

J

猎
“

v

r l
f
,

‘

、'
 

,
 

' 

'  
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.



ni

田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
三
‘
號

小
栗
平
吉
樣
御
內 

- 

市

野

次

左

衛

門

殿 

谷

椹

左

衞

門

駿

'
0 

,

I
下
畑
•或
反
八
献
拾
五
步
此
石
八
斗
五
升
五
会
也

八

.

.

(

、ニ
〇
六)

こ
の
伊
は
.，一.般
百
姓
間
の
^
 

..

の
例
同
様
、
年
貢
諸
役.の
負
擔
が
實
主
た
る
武
家
方
で
な
さ
る
、、ヽ 

き
事
を
條
件
と
し
て
い
る。
：
：

.

.

.
:

.

•:
•
•
-
:
. 

* 

.

.

こ
の
様
な
私
的
な
武
家
屋
敷
が
何
時
興
か
ら
發
生
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

f
.れ
た
史
料
で
は
戔
以
降
と
な
つ
て
い
る
。
恐 

ら

く

は

，

攀

大

火

等

が

刺

戟

と

な

•つ
て
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
娶
以
後
元
祿
期
に
か
け
て
、
賣
券
は
か
な
り
，の
管
の
玄
り
、 

こ
^
'時
期
に
抱
屋
敷
設
定
が
盛
で
あ
つ
た
事
を
物
語
つ
て
い
る
。
勿
論
是
等
：

V
、

へ
て
の
屋
敷U

武
士
の
居
住
が
：̂ら
れ
た
，っ
け
で
？
ぶ
か 

ろ
う
が
舞
负
屋
敷
及
び^
屋
敷
の
存
在
は
声
普
村
の
商
業
發
達
に
と
つ
て
決
し
て
無
關
係
で
は
な
か
つ
た
。

g

ち
そ
こ
に
は
冗
來
の*
 ̂

民
た
^
百
姓
1
'外
に
、.來
住
せ
る
大
き
な
消
費
カ
が
あ.つ
た
の
：で
あ
る
.0
是
等
の
問
題
は
、
飼
箸
村
が
、江
戸
近
傍
に
，位
置
す
る
.こ
と
こ
-ょ

つ
て
坐
ず
る
特
質
2

る
と
共
に
.、
一
般
的
に
は
竿
近
く
の
村
々
を
取
扱
う
際.
■
意
を
要
す
る

事
を
物
語
つ

て
い
/る
も
の
と
言
え
ょ
'

う

。 

.

-

*

.

 

'

 

.

.

 

、

角
箸
村
，の
住
民
は
こ
の
様
な
武
家
屋
敷
化
に
對
し
て
如
何
な
る
i

を
示
は
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
瞭
でな
い

。

轫
期
か
ら
中
期
に
， 

.け
て

，
の

彼

等

振

五

掘

.の
土
地
賓
賀
證
文
に
は
多
く

「

武
家
次
寺
^
へ
永
代
賣
申
間
敷
候

」

旨
を
記
し
.て
い
る
か
ら
.一
應
反
對
の
機
運
が
あ 

つ
た
事
を
麗
し
得
る
。
し
か
し
現
實
に
は
多
く
の
土
地
が
屋
敷
化
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
貢
主
た
る
武
士
の
、
支
配
教
と
し 

て
の
强
制
.に
よ
る
も
の
か
、
叉
は
村
民
に
と
つ
て
も
何
等
か
の
意
味
.で
有
利
で
あ
つ
た
事
に

よ

る
.

の
か
は
：早
急

に

斷

定

し

辱
k

、

。
し

か

，

し
、
何
れ
に
せ
ょ
、
武
士
が
百
姓
と
同
じ
く
、
角
箸
村
の
領
主
に
向
つ
て
年
貢
を
出
す
と
い
ぅ
關
係
の
生
ず
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
そ 

こ
で
㈣
員
敷
に
つ
い
て
は「

家
守
り」

の
發
生
を
み
た
。.兩
者
の
.間
に
.は
恐
ら
く
契
約
が
結
ば
れ
、
年
貢
と
そ
の
他
.の
負
擔
は
家
守
り
が 

行
い
、
武
家
か
ら
は
貨
幣
が
支
拂
わ
れ
た
も
の
と
推
測
し
得
る
。
史
料
上
に
初
見
す
る

r

象
守
り」

は
元
祿
以
後
で
あ
る
が
、
そ
の
以
前 

か
ら
萠
芽
的
な
も
の
は
見
出
し
得
る
。

 

■

:
武
家
屋
敷
に
.つ
い
て
は
こ
の
外
種
々
の
問
題
が
あ
る
が
、.こ
れ
以
上
紙
數
を
費
す
事
は
本
稿
.の
主
題
に
反
す
る
の
で
避
け
ね
ば

な
，ら
な

角
管
村
の
，年
貢
負
擔
：に
：關
し'て
は
、パ
以
上
の
外
に
內
藤
新
宿
に
釾
す
る
助
鄕
人
馬
の
提
供
が
あ
っ
た
。
叉
、
幕
末
に
近
付
く
に
っ
れ
て 

增
太
し
た
諸
街
道
の
交
通
量
は
、
こ
の
村
を
し
て
單
に
周
宿
，の
助
鄕
た
る
に
と

Yめ
ず

、

m
海
道
品
川
宿
、
中
山
道
梹
橋
宿
の
當
分
、
或 

い
は
臨
時
助
鄕
と
し
て
勞
役
を
徵
發
せ
し
め
て
い
る
。
尤
も
內
藤
新
宿
の
宿
驛
取
り
立
て
は
元
祿
年
間
の
事
で
あ
り
、
そ
の
後
も
享
保
丨 

明
和
の
間
は
{伯
_
を
业
め
ら
れ
、
單
な
る
町
場
と
な
っ
て
い
が
。
こ
の
間
の
灼
箸
村
は
品
川
褚
の
加
助
鄕
と
な
っ
た
。
又
以
上
の
助
鄕
勞 

役
以
外
に
附
近
の
幕
府
焰
硝
藏
に
お
け
る
有
事
の’際
の
人
足
差
出
し
が
あ
る
が
い
臨
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
，負
掃
の
程
度
は
判
ら
な
い
。

■ 

S

)
『

新
編
武
藏
風
土
記
稿』

大
日
本
地
誌
大
系
第
五
卷
ニ
百
S

t

一
 

頁
、
內
藤
新
宿
の
項
參
照
。

, 

.

最
後
に
、"角
箸
村
戶
ロ
數
.の
變
遷
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
し
た
史
料
は
意
外
に
少
い
と
言
わ
ね
ば
.な
ら
な
い
。
基
本
と
な
る
宗
門
帳
或 

い
は
人
別
帳
は
、
完
全
な
も
の
と
し
て
は
僅
か
享
和
三
年
，

(

一
八
〇
3
のr

宗
門
人
別
改
書
上
帳

』
1

冊
の
み
で
、1安
永
五
年(

一.

七
七 

六)

ゝ
の
も
の
は
前
半
を
缺
く
。
兩
史
料
末
尾
の
合
計
數1

に̂
ょ
っ
て
兩
年
の
人
ロ
を
比
較
し
て'み
る
と
、
安
永
五
年
が
總
人
數
六
百
七 

人
、
內
男
三
百
四
十
五
人
、
女
二
百
六
十
二
人
で
あ
る
の
に
對
し
、

:

享
和
.三
年
は
.總
人
數
六
苜
三
十
三
人
、
男
三.百
'三
十

七

人

、
：
女
一
一
百 

九
十
六
人
と
な
る
:0
無
論
史
料
•の
性
格
上
、
こ
の
數
字
，が
と
の
村
の
現
住
人
ロ
を
示
す
も
の
で
か
‘い
事
は
當
然
で
、
事
實
は
奉
公
人
そ
の 

他
何
割
か
を
加
弊
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
村
が•都
市
的
で
あ
る
、だ
け
に
かV
る
帳
外
人
ロ
は
相
當.多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
連
年 

の
も
の
が
な
い
.の
で
靜
態
的
觀
察
に
と
ヒ
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
享
和
三
年
の
宗
門
帳
に

ょ
：
.っ
て
身
分
別
、
，'年
齡

別

.の

人

ロ

構

成

を

示

-
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'年 令 男 ic 合 fl'

1 〜 10 41 y 40 81
11 〜 20 57(17) 64( 2) 111(19)
21 ; 如 67(15) ?3(6) 140(21)
31 〜 40 66( 6) 4 3 ( 1) 99( 6)
4 1 〜 50 48( 2) ! 29 77(2)
51 〜 60 43(3) 30 • 73( 8)
61 <-70 23 17 40
71 〜 80 7 8 16
81 ~  90 1 V . 1 2

合 f t 343(42) 295( 9) 688(61)

■ し . —- . ’.，.：. . . . 戶 數 人 ロ ー戶平均<s 
人 數

高持百姓 63 283 4.5
_ 敷家守 13 48 8.5
地 借 18 65 3.6
•'店 87 • 242 2.8

佘 訃 : 181 638 3.6

H
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
鉻
第
三
號
 

. 

一
0 

(

ニ 

0八) 

r
.
, 

_
r
i 

• 

I ±: I

.9
)
、51
)
6)
2)
3)|

の
1

せ
ば
第
三
、
四
表
の
如
く
で
あ
る
。

第3 表身分別權成表(莩和
. '  ■ • い ' .  . . .

第4 表 : 年齡別樺成表（享和3 年:

內は下男•下女數を示す
： ， ：. .、

(

註)

、
な
お
若
干
附
言
す
れ
ば
、
.
こ
の
末
尾
の
合 

ぺ
.

許
數
記
載
.
は
實
際
の
集
計
と
合
致
.し
.
な
い
。
享 

■;
和
三
年
の
例
で
：'は
表
に
示
し
.た
如
く
若
干
の
相 

.

違
が
あ
.る
-:
0

.恐
ら
く
は
^

箅
の
社
撰
か
ら
双
る 

■■
, '

結
果
で
あ
ろ
う
か
。.
又
同
：史
料
に
ょ
れ
ば
、
こ 

■ 

'
の
村
の
家
敷
：は
.
百
、三
軒
と
な
っ
て
居
り
、
第
三 

.

表
に
示
し
た
數
と
か
な
リ
の
差
違
5!
-

み
る
°
百 

.三
と
い
ぅ
數
字
が
，何
を

示
す
も

の
か
は
明
ら
.か 

パ
,

.

に
し
得
.
な
か
っ
た
。

:

:
 

I

さ
て
、
第
四
表
に
ょ
り
、
角
箸
村
の
人
口
構 

成
が
菰
市
的
で
ぁ
る
事
が
注
目
さ
れ
ょ
ぅ
。
男 

女
數
の
比
率
は
德
川
時
代
後
期
に
お
け
る
江
戸

町
人
人
ロ
の
そ
れ
之
ほ
词̂
じ
で
あ
る
0
享
保
三
年
に
關
し
て
言
え
ば
、：
，男
子
の
藪
が
多
い
.の
は
、
卞
男
：と.し
て
記
*
さ
れ
て
.い
.る
者
四 

十
一1

人
.が
大
き
く
響
.い
て
い
る
。
年
齡
|
|成
の
點
か
ら
；み
て
も
、.ー
一
十
一
歲—

三
十
歲
と
い
ぅ
^

生̂
：產
年
齡
入
ロ
が
他
に
此
し
最
も 

多
く
な
：っV

い
る
事
も
注
目
さ
れ
る
？
是
等
の
事
實
は
、
近
世
後
期
の
：角
箸
村
が
人
口
構
成
の
面

'で
も
著
し
く
都
市
的
で
あ
っ
た
事
を
示

ず
も
.の
で
.ぁ
る
。
：
：
.
：
.

.

-

.

'.
;

.

.

.

■

幸
田
成
知f

江
戸
の
.町
人
：の
人
口

」
(

社
，會
經
濟
.史
學
第
八
卷
第1

へ

i

所

秦

、
に
ょ
一
れ'̂
延
享
凼
年
：0
セ
四
*
.
7は總
人
ロ
3:
十
ー
萬
三
千
餘 

-

.人、

.舆
：

it

一
十
1
'
1
.
萬
三
半
弱
、
女
十
九.萬
强
で
あ
1)
、
：
男
女
撤
の
差
が
：か
が
り
開
い
て
い
る
。へ
他
方
天
保
三
年

(
一 

<三
5
に
お
い
て
は
總
數
五
十
四 

.
パ
萬
六
千
弱
、：男

|
1十
九
萬
/\
千
弱
、'
.女ニ
十
四
萬
ん
千
强
と
な
：っ
：て
居
リ
、
"そ
の
差
は
前
期
た
比
す.れ
ば
遙
'か
に
.縮
少
し
て
，い
る0
角
答
村
の
安
永I

が、ハ? W  *,

:

享
和
期
©
_化
と
好
對
照
：を̂
す
0
.:'
:彳

■:
.■' 

'
.
X
.
:

.

. 

.'

.
:
'
:
、
丨
：

. 

.
以
上
の
 

一'
一
m

f f
.の

外

、

單
に
人
口
數
を
示
ず
も
：の_と
^
X-

•は

、
へ
：；
，
寬
政
七
年
；
■

'

( j

七
九
五)

の
；'「

男
人
別
蛮
因
上
帳1-
-
に
總
人
數
六
：百
七
人 

と
あ
，り
、
；又
文
.化
四
年
.

(

•

八
.〇
セ
>
_
:
及
^
 ̂

1
5'

の
.'五
人
組
帳
に.<
3
:
れ
ば
'
;
;
前
者
に
’お
い
て
總
人
數
六
西
九
ま 

男
U
1
.
S
洋

：
方
人
、
：
、
女
一

.

Ij

甚
 

る
ぞ
氣
從
に
文
政
ホ^

^
八
と
#)

^

: 

一

r

■

の
み
に
：つ
い
て.枕
貞
享
四
年
：

C

采

.-
1切
死
丹
^

1
」

動
屉
の
乳
名
連
印
者
が
其
數
に
筹
し
い
と
假
定
す
れ
ば
戶
數
計 

亩
匕
+'

四
:̂
^

^

:
姓
九
十
_

.

:

.店
七
十
八
で
あ
る
。
叉3:
'
太
锻
帳
私
ょ
.れ
ば
天
明
五
趣
' -
內
百
姓
七
十 

六(

地

脅

り

土

ハ

ヤ

唐

五

.屮
八(

'
.文
化
四
年
に
計
百
九
十
八
、
內
百
姓
八
法
 ̂

.杓 

由

性

八

龜

：

「

一
地'借
り
モ
0

、
店
セ
+

<

と
な
つ
^
い

る
.°
^

',
8)

'
こ
©
也
故
£
ホ
門
帳
で
.は
：な
で
切
支
丹
吟
味
に
_
す
4

,

■
.

-

..ぐ
'-
,

'
.

.
以
上
斷
片
的で

は
あ
る
が
、
之
の.村
の
^

ロ
：
ま

變

他

を

見

：て

來

た

:-
-6於 

め
是
等
の
.數
字
を
並
ベ
て
結
論
す
る
事
は 

い
。v

し
：か
し
次'
の
細
ぎ
太
摑
が
の_

向
は
示
'1
.
實

で̂ 

ょ
、
人
口〗

は
修
ゲ
-

增
加
：レ̂

。
爲

が

わ

：
そ

れ

は

拆

も

；
て

都

市

.化
ど
言
ぅ
事
か
ら
豫
想̂
:^
)̂
-

あ
る
。

」

是
等
0
增
加
ん
0'
が
果
し
て
村
內
の
自
然
墻
加.に
：ょ
；る
も
の
' か
、.
.或い
は
ー
外
亂
か
ら
の
流
：
<
に
ょ
る
:%
0
か
は
殘
念
な
が
ら
實
證 

し
得
な
か
つ
た
。
貸

■

を
甯
を
ば
勿
論
流
入
人
口
に
あ
る
.增
加
と
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
が
確
證
ゆ

'
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.
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-
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リ
.
'
r
y
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^

く
。
 

. 

■.
:

~
角
管
村
め
大
摑
み
な
輪
廓
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
本
節
に
お
い
て
は
々

」

の
村
が
都
市
近
郊
に
位
置
す
る
と
言
ぅ
事
實
が
農
業
坐
產
の 

上
に
如
何
に
反
腴
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
事
に
し
た
い
。

—

都

市

近

郊

村

の

諸

問

題、 

I 
一
 

aloT-y



-

三
田
昂
會
雜
離
.
第
四
十
七
稔
第
~

號

•

’ 

. 

’ 

、
パ

_ 

一
二 

(

ニ
ー 

〇)

’

既
議
ー
表
に
見
.る
如
く
、
延
寶
檢
地
當
時
に
お
け
る

一」

の
村
の
田
畑
比
率
は
約ー
對
五
で
逾
か
に
畑
地
が
多
い
。：

烂

こ
の
田
地

一

免

对
 

_

t

_

v

c

1
--
b

^

.o

.

?̂
>

:

の
_
通
が
記
載
-̂
:*
;
'延

:«
以
隹
ー
ー
十
年
:0
變
池
が
認
め
ら

れ

々

。恐
&
く
は
畑
.作
物
生
產
.の
有
利
な
事
か
ら
來
ゐ
結
果
で
あ
ろ.ぅ
。
そ 

「

■
獨
の
畑
成
地
は
臾
料
良
出
ザ
來
ぶ
限
り
固
定
し
て
房
^

增
加
ば
み
奋
尤
ぃ

 

七
：九
6:
^

「

御
年
眞
米 

,濱
猶

:«
永
遞
立
1
'ゃ
公
^
政
：5ハ
年(

.一
A
M丸)

.

.ル
;«
^
_雄
貢
米
石
代
取
：立
帳

」

：'趣
に
^
れ
^
:こ
の
辟
期
に
：至
れ
ば
貢
租
の
內
ぁ 

;¥
:
部
分
は
賀
信
ぜ
.凇
ば
.

汝
く
^
っ
：太

事
:1
不
し
：ズ
取
る
。"し
か
$
^
^

わ
け
で
は
な
い
。.少
く
%

法
制
的
な
制̂

が
加
克
ら
れ
て
居
り
、
.

叉
蘇
末
に
至
る
ま
で.金
綱
化
.
也
ず
に
終
っ'た
.
-'

の

村

は

、
_
水

甶

軿

作

を
 

全
然
放
棄
し
て
し
ま
ぅ
事
ば.で
き
な
か
っ
た
？->

.::'
ノ

: '

v

,
.

./
'

:

佝
米
に
せ
よ
、
：
與
篑
淋
の
濃業
生
產

'■■
^■

=

水
田
に
'
で
は
な
く
、
'畑
作
物
の生
：康
^

主
力
.が
置
か
れ
.
て
い
た
事
は
否
め
な
い
。 

し
か
し
ー
|1

に

畑

作

と

，
言

っ

：

.て

.も

.そ
0
^
^
 ̂

1
作
物
ゆ
種
顏
に
よ
っ 

ぞ
持
づ
意
味
も
非
常
に
異
っ
ズ
來
名
と
輕
わ
ね
ば
女

て
み
る
と
、
麥
、
稗
、

「

漆
、.桂
、
鄭
麥
、
芋
、.大
根
と
：な
つ
て
居
り
、こ
れ

の
み
を
以
マ
て
ず
れ
ば.”
般
の
關
東
農
村
と
何
等
變
ら
な、い
 

も
の
\
如
く
で
1
る
。

;«
來
又
、
#
代
は
‘不
明
で
'あ
る
が
+、
名
主
が
ら
こ
の
村
の
一.年
間
の
農
事
を
書
き
上
げ
た
史

I)

に
よ
っ
て
も
、
稻 

作
、
麥
作
の
他
に
は
、
-S
バ
月
士
用
.
/部
大
豆
杯H-. 、x
仕
舞
' 
跡
を
.袭

：へ
、.な
大
根
仕
附
申
候
、'七
月
中
比
/
粟
、
.ひ
系
抑
取
、
女
は
： 

こ
な
し
中
候」

と
本
り
、..自
給
的
处
農
村
.と
'全
く
變
_ら
な
い
0
:で
あ
る
。
'

:

-

■ 

•. 

S)

野
村
兼
太
郞「

村
明
細
帳
.の
.研
究」

.四
百
七
十
三
：頁
所
收
。..'

V
'
'
'
'
V
.

.

.し
か
し
こ
の
種
の
：史
料
の
作
物
記
載
が
如
何
に
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
記
載
：の
：み
を
も
っ
て
結
論
を
出
す
事
の
危
險
性
に
っ
い 

て
は
旣
に
野
村
敎
授
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
ぐで
あ
^

事
實
前
述
め
村
明
細
帳
に
お
い
て
す
ら
、㈣
せ
方
の
記
載
は
、「

農
業
之 

間
、
.男
者
江
戶
迄
菜
園
物
等
持
出
、.女
者
薪
等
を
描
申
候

」
(

傍
黠
引
用
者)

と
あ
り
、

.江
戶
消
費
市
場
に
對
す
る
蔬
菜
の
供
給
地
と
な
つ

て
い
；こ
事
^
.看
取
し
.缚
る
。
.
.
31
、.た
と
え
ば
正
.德
元
年
.
.
.

(

.

.一.七」

.

.一

)

の

次
，の
史
料
も

か
、
.る
蔬
菜
生
產
の
行
わ
れ
てV
た
傍
證
と
見
る
事 

が
.で
き
る
。
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牟
恐
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ロ
-
4鲁
申
上
候
'
:
'.'
: 

. 

.- 

: 

.
'
.
.
:
'
•
.
'
ぐ： 

.

角
窖
村
佐
兵
衞
*

上
候
、V

拙
者
義
去
寅V

十
月
ぶ
來
辰
ノ 
.三
月
五
日
迄
、
'
身
代
金
.
三
兩
贰
分
.
一
一
相.
定
•メ
贰
兩
相
渡
シ
、

高
圓
寺
村
百
姓
權
內
請
人
.二
而
布
兵 

.
衞
と
.
中
.下
人
1
召
抱
.撤
电
候
听Y

i

、ハ
右
之
者
先
月
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九
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ッ
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忍
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問
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方
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.
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兩
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1
5

衣
之
通
不
作
之
苹
茂
無
相
違
相
納
可
ホ
'候
、
若
喜
兵
衞
不
納
仕
候
ハ

、證
人
私
ぶ
急
度
御
年
貢
諸
役
相
勤
、
少
双
㈱

苦
勞
ニ
掛
ヶ
申
間
敷
候
、
仍
證
文
如
件

:
.づ

.:
-
.-
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>
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:
^
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角
箸
村
預
主
喜
兵
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⑩
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右

；
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恐
ら
く
こ
の
様
な
蔬
菜»
の
生
產
は
盛
に
.行
ね
れ
た
も
'の
で
あ
^
ぅ
。
た

利̂
用
.し
'#
る
史
料
が
公
的
な
も
の
が
多
く
、
勢
い
そ
の
性 

#上
：；

§
^
類
等
に
0:
い
方
は
消
_
的
な
窗
載
に
敕
始
し
、.斷
片
的
が
史
唞
の
：み
を
以
つ
：
.て
滿
足
せ
ね
ば
；な
ち
な
い
ァ
へ 

:
:ーこ
の
外
，

(

畑
地
：
に
生
產
：令

水

基

齒

品

^

と̂
1>
:.
で
は
、
一
煙
萆
及
榮
種
を
擧
げ
ね
ば
な
ら
な
い
：。
前
希
に
つ
い
：て
は

】

兀
祿
十
五
年
ハ
ー
セ 

0.
5
へ
ヴ
-1
年
年
角
笹
秫
た
.ば
：こ
灿
«
上
帳
1
が
_
-#
从
て
い
^
^
^

:L
V
書
か
れ
た
本
の
と
風5
於
、
：
合

| 1
:

'

1ー
反
五
步
：の

灿

、
：
：
屋

敷

ゆ

栽

堉

が

抒

^

ら
れ
て
い
る。
.

注
肖
す
べ
き
对
、
こ
の
年
の#

役
人
.

が
：
：1
认
也
除
き
す
べ
；て
；こ
の
中
に
含
ま
れ
て
：い
る
事
で

)

か
、
る
有
利
な
商
品
作
物 

の
生
靡
が
ど
の
階
暦
に
よ
つ
て
把
握
さ
れ
：て
い
た
が
を
示
し
て
い
る
。
':
-
.し
が
し
ク
生
產
額
も
そ
の
他
，よ
り
以
上
の
事
實
は
全
く
判
明
し
な

、
c

 

■

 

■
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-

■•
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こ
れ
に
對
し
、
菜
種
に
つ
い
て
は
、
ご
く
短
；期
間.では
.あ
る
：が
若
千
の
：臾
料
を
殘
し
て
い
る
。
:'
-し
.か
し
、
：是
等
は
何
れ
も
幕
府
の
御
用 

潔
種
生
產
.に
關
し
て
書
か
れ
た

i

の
：で
あ
り
、“又
文

面

が

ち

菜

種

：
の
生
霞
そ

.の
も
の
が
命
令
に
.よ.

つ
て
行
わ
れ
た
事
が
窺
わ
れ
る
の
で
、
 

記
載
內
容
に
對
し
て
限
宠
を
附
さ
ね
ば
な
ら
な
ぃ
。
：；ま
ず
享
保
十
七
年

(
一
七
三
1
1

)

« .
.

作

付

謂

別

の

書

上

げ

は

：次

の

如

く

で

ぁ

る

。
/
,
.

當
子
菜
種
作
反
別
,
.
:..
'

畑
六
反
八
畝
步

•;
'(

此
取
.實
甙
石
五
斗
甙
升
五
合
..

:

ノ

此

，
譯 

r

壹
反
七
献
步
.へ
:

'■

上
.出
來

壹
反
五
畝
步

反

就
步

此
取
實
壹
石
贰
斗
七
升

此
取
實
四
斗
.

下
出
來

.

ん
此
取
-實
八
平
五
升
^

合
：
.
:
'
:
.
'
'
.
.

::

へ'

'

:

'

:

.

:

:

‘

 

右
之
通
當
子
ノ
年
菜
種
取
.實
石
敗
書
面
之
通
少
■も
相
續
無
御
陈
候
、
若
取
實
隱
置
後
日
ニ
露
顯
仕
候
ハ
.>'
何

樣

产

吣

被

' #
付
候
、
尤
薛
付
ふ
收
納
迄
御 

味
一
一
付
念
入
隨
分
肥
手
入
等
仕
候
得
共
、
冬
中
い
て
'
つ
ょ
く
い
て
ぬ
け
い
.
た
ミ
候
、
.春
ー
^

根
く
さ
.り
仕
肥
手
入
ロ
出
來
兼
取
實
無
御
座
候
，
畢
竟
土
地
不 

.
相
應
'
_
1御

覆

哉

存

寄
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種
出
來
粲
取
實
少
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御
座
候
以
上
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恐
ら
く
こ
の
様
免
幕
府
の
作
付
命
令
は.、
都

市

生

活

：の
'.必需
品
た
る
燈
用
菜
種
油
の
價
格
騰#•
對
箅
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と 

.思
わ
れ
る
。.
.あ
た
か
も
享
保
期
は「

向
後
問
屋
之
外
、
町
人
菜
種
綿
實
引
請
商
賣
仕
間
敷

i
i
)

と
い
ぅ
流
通
^
か
W
の
規
制
を
命
ぜ
ら
れ 

て
い
る
。
當
時
の
菜
種
生
產
地
は
近
、江
、
美
濃
を
中
心
と
す
る
上
方
諸
國
で
あ
り
、
大
阪
そ
の
他
の
地
方
都
市

.で
製
油
さ
れ
た
後
、
商 

人
、
廻
船
を
經
て
江
戶
に
移
人
さ
れ
て
い
だ
。
藜
府
は
.菜

:»
袖
價
高
騰
の
廪
因
を
か
、
る
商
人
の
買
占
め
に
ょ
る
も
.の
：

元
祿
末
期 

以
後
幾
つ
か
の
法
令
を
出
し
で‘い
る
。
：そ
€

こ̂
.の
榛
な
流
逋
面
：に
お
け
る
統
制
の
み
で
な
く
、'2
T
戶
近
夜
の
農
村
に
.命
じ
て
菜
種
の
生 

產
を
行
.わ
し
め
、.
.
"
價
格
の
做
下
を
圖
.つ
.た
も
，

Q

で
.あ
6'
ぅ

,°
.だ
.が
こ

の
法
^
が
どの

程
度
效
を
.轰
し

た

か

は

甚

だ

疑

間

、で
あ

..
る
0
少

く

.4 

史
料
に
出
て
來
る
限
久
：
角
嗜
村
の
菜
種
生
產
額
は
非
常
..
に
少
い
0
.若
じ
古
島
敏
雄
氏
の
幕
定
さ
れ
る
如
く
、
菜
種
一
石
ょ
り
の
絞
油
量 

が
ー1

斗
三
升
で
あ
る
と
す
れ
ば
、.享
保
十
七
年
の
こ
の
村
の
菜
崔
取
實
八
斗
五.升
s'
-合
はr,

油」

斗
九
升
で
あ
り
、
江
戸
近
郊
村
の
す
べ 

て
が
こ
の
程
度
：で
あ.つ
た
と
ナ
れ
ば
^
方
が
移
入
さ
れ
る
莫
大
如%
に
.對
し
て
何
程
の
效
果
が
あ
つ
た
だ
ろ.ぅ
か
。
'

6

1

)

古
島
敏
雄
_

2

戸
時
代
の
商
品
流
瓶
と
交
.
通」

.
七
十
四
頁
ょ
リ
引
用
。
■

、

.
:

.

.

ぺ 

:
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註1
1

)

古
蒈
氏
前
揭
書
同
頁
參
照
0

-

,

':
-

'■
:

.

:

:

'
 

.

■

一

.
:

(

註
三)

古
島
氏
前
揭
臀
七
十.
1頁
4
り
。
-

: 

.
.'

. 

;

.'
:

.(

註
四)

.
古
島
氏
前
揭
書
六
十
セ
頁
所
收
の
表
に
ょ
れ
ば
享
保
九
乃
至
十
五
年
の
大
阪
ょ
り
江
戶
へ
遂
ら
れ
た
⑽
が
矗
は
平
均
ー
年
六
萬
罾
#
、
石
數
換 

銘
ニ
萵
ニ
チ
四
百
石
と
.
な
る
。
，胆
し
と
の
內
に
は
.
綿
實
油
4>
-

含
ま
.
れ
て
.
.
い
る
事
に
留
意
士
ね
ば
.众
£>
:

な
い
0

,
.-
'
'

少
く
と
も

法
令
の
出
た
It
m
、
灼
箸
村
附
近
：の
. «

種
1

は
振
わ
な
.か
つ
.た
様
で
あ
..
る
'。：.そ
れ
は
決
し
て
_
然

條

件

.の

み

か

ら

規

制

さ 

れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
：い
が
、.史
料
は
次
：の
如
ぐ
物
語
つ

V

い
る
。

. 

'

近
平
菜
種
作

乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
願上
候 

、
 

£
義
，
豐
嶋
郡
之
内
村
々
：へ
被
仰
付
候:„
ー
付
、隨
分
宇：

入
こ
ゃ
し
等
念
入
藤
付
候
得
共
.

(

.拙
者
共
村
.々
之
義
，ハ.、
由
地
不
相
應
：：1$掏

故
か
、
冬
中
之
內
殊
外
い
て
ぬ
け
、
■其
上
出
來
方
顆
敷
_

不
1-
:御
座
候
、
依
め
去
亥
年
.蒔
'#
之
義
ハ
村
々
之
？ 
ニ
邊
今
地1®
宜
■所
ラ
こ
や
し
，手
入 

'等
贪
人
蒔
呔
¥
繁

、
^
皺
之
村
各

&

共
、
例
吃
銮
获
數
少
々
宜
敷
御
座
髮
，
？
 

■上：出
來
之
麥
作
々
引
福
、
而
は
、
，麥
作
石
數
產
分i

隹 

II 

V獲

？
不
申
候1

一'付
、
村
中
-S
'
姓
勝
手
'

『

も
ホ
相
成
、
難
義
至
極
.-一
奉
存
候
間
當
年
ぶ
茱
麗
藤
咐
之
義
、■
御
慈
非
ニ
御
免
被
成
下
候
ハ
、
雜
有
奉
存

捩

以

上
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.
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多
量
の
人
粦
I
等
を
肥
料
と
す(

碑
务
種
の
生
産
は
' 
都
市
进
亂
た
る
.是
等
の
農
村
に
と
っ
て
決
し
て
不
利
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な 

い
。
且
っ
又
、
關
朿
地
方
に
お
い
て
も
後
期
に
は
相
當
の
生
產
が
行
わ
れ
て
い
る
歌
を
考
え
れ
ば
、
是
等
の
村
々
が
菜
種
作
付
免
除
を
歎 

願
し
た
の
は
、——

文
面
の
土
地
不
相
應
一

K

々
は
別
と
し
て一

：

よ
り
有
利
な
蔬
菜
，生
產
へ
の
依
存
が
か
.な
り
强
か
っ
た
と
も
思
わ
れ 

る
。
た

效̂
果
は
疑
問
で
あ
る
に
せ
よ
幕
府
の
油
統
制
が
、
單
に
流
通
面
の
み
な
ら
ず
生
產
に
對
し
.て
も
旣
に
行
わ
れ
て
い
た
と
曾
ぅ
事

..:>'. 
.
.
.
• 

..
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>
:
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.
.
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. ■ 

'

實
、
並
び
に
そ
れ
が
、
後
年
の
天
保
年
間
に
お
け
る
油
方
取
締
の
如
く
綿
密
な

.%
の
で
は
な
く
、，
誰
に
で•も
考
え
ら
れ
る
^
易
な
も
の
に 

過
ぎ
ず
、'效
果
も
簿
か
‘つ
'た
も
の
.
'と解
釋
さ
れ
る
點
の.指
披
に
.と
:̂
め
...
る
..。
 

:

--
.

(

蛀一
)

古
島
敏
雄「

日
本
農
業
抝
術
史」

下
卷
四
百
六
十
三
頁
に
は
、
加
賀
水
田
裏
作
地
帶
の
例
で
あ
る
が
、

次
の
如
く
述
べ
：£>
れ
て
.
い
石
。「

肥
料 

は
小
便
を
多
く
用
ひ
、
¥

內
三
、
四
！！
、
#

'

に
な
っ
て
か
ら
ニ
遍
释
施
し
、
能
i

H

姓
は
と
め
肥
に
泥
粪
を
1
.
囘
與
べ
'る
：
。*_
-
.
^
^
^
^

(

驻
ニ)

詳
し
く
は
古
島
敏
雄「

江
戸
時
代
の
商
品
流
通
と
交
通」

八
〇
頁
參
照
。
 

y
:

:

'
■

'

以
上
作
物
種
類
か
ら
み
た
こ
の
村
の
件
格
を
要
約
す
れ
ば
、
灿
作
物
に
主
力
を
置
き
っ
、
も
、
な
ホ

®
作
を
完
全
に
#
拭
し
得
ず
、
し
. 

か
も
そ
の
畑
作
物
は
、
木
綿
や
菜
種
等
の

H
業
原
料
と
な
る
商
品
作
物
で
は
な
く
、
蔬
菜
類
が
殆
ん
で
あ
る
^
い
っ
た
都
沛
從
屬
的
な
村

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
ぅ
。
同
じ
く
畑
作
の
商
品
生
產
を
行
い
な
が
ら
、
木
綿
、
菜
種
等
を
车
作
物
と

'1
.、
或

る

場

合

に

.は

そ

れ

ら

を

原

料

-

 

. 

(

註)
. 

..

V

.

と
す
る
手
工
業
の
發
達
を
見
た
畿
內
の
農
村
と
は
乂
異
っ
た
面
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、

'或
る

意

味

で

こ

の

.村

が

餘

り

に

. 

%■
沈

戶
'に
近
く
，

村

內

に

幾

っ

，か

.の
武
家
屋
敷
さ
え
存
在
し
、
農
業
生
產
そ
の
も
の\持
っ
.意
味
が
他
の
0:
り
有
利
な
坐
業——

商
業
に
：

比
し
て
低
か
っ
，た
蕻
に
起
因
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

.

.
 

-

•

 

.

 

,

 

•

 

-

 

•

-

.

(

8

た
と
え
ば
、
■
古
島
敏
雄
編
著
T-
I

寄
生
地
主
制
の
生
.成
i

展
開」

は
副
題
の
示
す
如
く
、
.
京
都
近
郊
：の
.『

畠
㈣

を
硏
豸
さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
が
、
こ 

.
の
村
の
農
業
生
摩
を
.
要
約
.す

れ
. ^
?

京
哪
に
對
す
.
る
蔬
菜
の
.
供
給
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
水
甶
裏
作
の
菜
種
载
培
が
地
主
®

^

^

.

上

に

立

，
，
っ

た

土

地

集

積

：
、

或

い

.
は
菜
種
油
生
產
が
行
わ
れ
て
い
る
。：-
勿
論
か
か
る
地
主
.
は
.
：「

商
人
，
高
利
貸
資
本
的
側
面
1

を
有
'
し

て

は

.^
村 

'

全
體
.と
し
て
.

は
農
業
生
：庫
が
殆
ん
ど
唯i

の
生
業
で
t

、
農
村
と
し
て
規
定
す
'
る
こ
：と
.
が
で
き
る
。
，こ
れ
に
反
.
し
、-
.角
箬
村
は
京
.都
に
遙
か
，に
勝
る 

;

.

消
費
力
を
持
つ
江
戸
を
間
近
く
控
え
、
.
そ
こ
に
.存
在
す
る
地
主
は
.濃
地
ょ
り
は
'
む
し
ろ
宅
地
、:,
;

店
舖
の
.
所
有
者
と
し
て
現
わ
れ
、，
多
數
の
商
家
は
、
後

巧 -

述
す
る
如
く 

§

「

店
子」

と
な
€

い
る
0

そ
こ
に
は

又
手
工
業
生
庫も
行
わ
れ
ず
、
仲
繼
商
人
、小
寶
商
人
が
村
龙
の
代
表
的
な
姿
で
.

あ
：っ
.

た
。 

，さ
て
、
.こ
の
様
な
角
箸
村
の
商
品
作
物
生
産.に
關
す
る
史
料
も
、
後
期
に
至
れ
ば'全
く

見

出

す

事

が

：
で

き

な

：い
。

强
い

.て

.求
め
る
な
ら
- 

ば
、
：
文
政
八
年
の
村
明
舰
帳
の
記
載
位
，の
も
の
で
あ
る
。
，史
料
の
殘
存
し
な
い
事
が
直
ち
に
生
產
の
：行
わ
れ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
と
ば
.無 

、論
速
斷
で
き
ない
が

、
：
a

じ

て
.

農
業
生
庫
の
持
っ
意
味
が
相
對
的
に
低
下

U

た
事
は
言
.い
.得
る
。；
文
政
十
年
の
農
間
渡
世
商
人
の
調
査
書.
 

に
も
次
の
勿
き
記
載
が-み
ら
れ
る
。
 

. 

-

%

1

高
七
百
戴
拾
有
九
斗
六
升
壹
合
九
夕 

此
家
數
珉
百
軒

Z 

;

人別七百三十三人

中

村

八

太

夫

當

分

御

淇

所

ハ
’

.

.

.武

州

：
豐
'

'

嶋

0

內
家家

數數

三
.-拾

間
 

百
七
拾
間 

(

後
略

)

甲
州
道
中
往
還
附
 

一™
御

座

候

一

,

C

宿
間
.
町

家

一

一

は
'

有
之
.

候
#

共
人
足
立
場
.
.
.ニ
：は
•

無
御
座
候「

農
業
.一

統

渡

泄

之

分
C

 

.
丨
 

農
間
商
職
人
類
渡
世
之
分
 

.

...。角

,-
へ
箸
：
、
村

江
：戸

.日

本

^

is
,

 

道
へ
法
kMv
.

静
途
.
.

■

卽
ち
村
民§

內
、

純
農
民
と
み
ら
れ
，る
の
は
僅
か
三
拾
間
、
、
全
體
の
一
割
五
分
に
す
ぎ
な
い

;;
0
;父
殘
り
の
：「

農
間
商
人」

に
•つ
.い
.て
：
 

も
、
後
に
述
べ
る
様
に
、
そ
の
殆
ん
ど
は
農
間
と
言
ぅ
ょ
り
は
む
し
ろ
專
業
の
满
人
、
職
人
で
あ

...
つ
'
.た。
：角
箸
村
0
町
場
取
り
立
て
が
な
：
 

さ
れ
ず
、
高
持
は
身
分
的
に
は

「

百
姓」

，で
あ
り
、
調
查
書
に
は
か\
る
記
載
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
何̂

T

に
せ
ょ
，
、

實
質
的
に 

は
近
世
後
勝
の
農
業
生
產
は
、
僅
か
の
農
民
に
ょ
る
年
貢
の
た
め
の
稻
作
と
若
干
の
畑
作
、
そ
れ
に
蔬
菜
栽
培
が
屋
敷
袈
の
畑
地
で
は
行 

わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
生
活
の
中
心
は
商
業
へ
移
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る

。

•

都
市
近
郊
村
の
賭
_
題 

_ 

，

一

九
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_ 

_ 
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_
_
_
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角 箬 村 （文政8 年;）. 六角橘村（文政7年）

質入値段 小作入付概段 質入値段 小作附値段

上 由 金 1 兩2 分' 米 7 斗 金2 兩8 分 米 8 . 5 斗

屮 田 1 兩 米 6.5 ‘斗 金2 南2 分 米 7 , 5 斗

下 田 金 8 分 米 6 斗 谷2 M 1分 :米 6 . 5 斗

下 '々 田 ■ ■ ■ /  ■ ■ 金 兩 米 4 . 5 斗

上 微 ..金 2 .南 錢 2 貫文 金2 兩 1 分 銀 22.5 匁
中 畑 金 ]1兩2 分 錢 1.5莨文 金 i m 々分 銀 1 9 匁

下 畑 .金 1 兩 錢 1 貫文 ^  1 P5S 1 :步ン.銀 1 4 匁

下 A 畑 ■•丨 金 3 分 银 9 匁

m 敷 '金 2 ’闱. 不 ^ f 、一 -■̂ - %

宿 屋 敷 金 5 兩

反當土地質入•小作入付値段ー赞表第5 表

最
後
に
、
こ
の
様
な
都
市
近
郊
村
に
お
け
る
小
作
料
の
性
格
に
っ
い
て
若
干 

の
資
料
を
提
供
し
本
節
を
結
び
た
い
。
ま
ず
文
政
八
年
の
村
明
細
帳
に
ょ
り
、 

匿

畑

小

：作

入

晝

段

」

、
^

び
.-
-

1

田
_
屋
敷
質
人
直
段」

：を
篆
示
す
れ
ば
第
五
：
 

表
の
如
く
で
.％
る
。
な
お
他
村
と
比
較
の
意
味
で
六
角
橋
村
の

(

鹇
字
を
擧
げ 

た
。

こ
の
價
他
と
、

毀
際
の
小
作
證
文
に
表
わ
れ
た
小
作
料
と
を
比
較
檢
討 

し
、
時
代
的
な
變
化
を
も
港
察
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
角
箸
村
に
殘
さ
れ 

^

,»
作
地
0/
;
-/
1
>
.
作
證
文
は
：意
外
に
少
ぺ':
そ
'の
目
的
は
.十
^
果
し

得

な

か

'
っ

:

(

註)

'.
:
:
:
.野
村
廉
太
歸
_

著

「

杖
明
細
帳
の
硏
究
卜
所
收
め
武
藏
國
橘
歡
郡
六
角
橋
杖
':
' 

.
文
政
七
年

(
I

八
ニ
四)

の
村
明
細
帳
ょ
り
。

(

同
書
ニ
西
九
十
四
頁)

.
な
お
こ
の 

.

村
の
位
置
は
東
海
道
神
奈
川
痛
に
：近
-

^

濟
冬
意
味
で
^

角
箬
村
と
似
て
、
商
業
化 

の
激
し
か
っ
た
村
と
も
言
え
よ
う
0 

.

.

•:
':
-ノ
第
基
素
よ
ゥ
ハ«
字
め
0£
確
_
は
別
と
し
て
も
\
'角
普

村

に

：
お

け

る

畑

地

0 

ヾ
,'
相
：對

的

な*
要

:«
が
讃
み
と
、
れ

ょ

ぅ

。
：
し
が

L
、
.全
體

と

し.

V

言

え

ば

、
一
六
角 

:;
橋

村

と'
a

間
に
乇
れ
程
大
き
な
違
い
は
な
ー
い
。

ib
較

し

た#:
が
逾
1

は
胃
£ 

な

か

っ

た

憾

も

あ

る

が

、

沈

戶

，近

郊

'#
だ

か

ら

之

言

っ

て

特

に

差

異

は

な

い

も 

，の
、
如
く
セ
あ
る
。
尤
も
文
政
期
は
、
角
菩
村
に
お
け
る
農
業
生
產
が
も
は
や
蜇
要
牲
を
低
下
さ
せ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
數
少 

い
史
料
で
比
あ
る
が
、
延
享
元
年

u

七
四
四)

の
三
無
の
小
作
證
文
か
ら
中
肌
に
お
け
る
畑
埤
小
作
料
に
っ
い
て
箅
定
を
試
み
る
。

"
㈠、
：：：卞
埘
1
:
1
反

蕾

21
+
四
_〉

小
作
料
年
金
忘
炭
と
銀
千
 

：:

■■
:■ 

V

、
.

：

.

.

^
、.
.
>
.

田
棚
合
四
反
.;/
1
献

1
.
'
.
1
_

十
，15
1
步

';
;
^

右
の
：.三
例
、か
^
反
當
0.
小
作
料
を
槪
#:
#
れ
ば
、
，
0錢
^
^
 ̂

こ
水
に
年
實
諸
' 

役
の
負
擔
が
加
わ
り
、
小
作
人
の
支
拂
う
べ
き
義
務
は
相
當
高
額
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ニ
兄
都
近
郊
村
に
お
い
て
も
、
畑
小
作 

科
の
高
額
性
猱
定
さ
れ
て
雜
、
總
じ
て
蔬
菜_

地
帶U

お
け
る
小
作
料
は
か
な
り
高
か
っ.
•たと
斷
定
を
下
し
得
る
。
仰
し
こ
、
に 

示
し
た
諸
列
は
何
れ
も
質
地
小
作
の
形
態
を
と
つ
て
鼠
り
、
金
融
關
係
が
介
入
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

.で
あ
る
。
义
史
料
の
種
類 

が
異
る
か
ら
、
前
揭
の
村
，明
細
帳
記
載
の‘數
字
の
無
前
提
に
此
較
對
照
す
る
事
も
危
險
で
あ
ろ
う
。
こ
X
で
は
史
料
の
記
載
を
そ
の
ま\ 

.擧
げ
る
に
と
V
め
、
土
地
債
格
の
考
察
は
貧
地.關
係
の
史
料
•を
ま
と
め
る
事
に
よ
り
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

;:
へ
：<註
敷
贫
島
镦
雄
縞
著.

「

寄
.生
地
'主
制
の
在
成
.と
、̂
 

伹
レ
こ
；.の
村
。
凇
时
石
烟.小
作
料
の
異
常
：な
髙
？
は

3
に
對
す
る
村
人
：の
競 

爭
の
弹3
が
悅
友
を
と
え
て
支
拂
わ
ぜ
た

」

も
の
と
撒
定
さ
れ
て
い
る
。

.

(

同
書
八
十
八
頁)

：

-
 

-
 

V
-
-
, 

. 

..... 

.
ぺ

-
 

-
 

... 

-
 

:

三 

* 

、

以
上
述
べ

來
っ
た
如
く
、

角
普
村
は
少
く
も

後
期
に
至
れ
ば
も
は
や
農
村
と
言
う
定
義
を
下
し
得1く
な
っ
て
い
る
。
他
方
こ
の
時
期 

に
お
け
る
杓
藤
新
宿
歡
樂
街
の
出
現
、
村
内
に
あ
る
熊
野
十
二
社
の
名
所
と
し
て
の
登
場
は
、
こ
の
村
の
商
業
化
に
い
よ
く
拍
車
を
か 

け
る
事
と
.な
っ
た
。
例
に
よ
り
、
.
文
政
八
年
の
村
明
細
帳
か
ら
商
人
及
び
職
人
數
を
種
類
別
に
表
示
し
た
の
か
第
六
表
で
あ
る

'

(

驻)

た
と
え
ば『

新
絹
武
藏
風
土
記
槁

』

に
も
、
.

「…
…

且
前
に
假
山
水
を
設
け
て
い
と
風
雅
な
る
眢
作
な
り

…
…

卷
秋
の
頃
は
遊
賞
の
人
等
來
も
の 

:

:
•

乡
し」

と
あ
f
 

.
又
.角
#
村
.史
料
：の
中
贮
も
祭
禮
、.開
帳
の
.際
：の
.小
屋
掛
け
商
賣
、
芝
居
與
業
等
，：に
關
す

^
記
事
が
多
く
見.え
、
般
賑
さ
,̂
想
像
3.
れ

.

■

る
。

. 

-

'

.

■ 

.

-

.

,

- 

... 

.

•,
:■戈
、
：

)J

め
5

、
：
：
文

政

十

年
..

U

は

篆

間

漉

世

諸

商

人

、
，
職

人

；
に
や

，
都

市

近

齓

村

の

諸

問

題

. 

, 

、

ニ一
(11

「

九)



同

.渡
世
， 

同
.
■>渡
世
' 

.同

.

.
渡
世

彌
右
街
門
店 

，勘
右
衞
門
底 

:

.
勘
助
店

湯
犀
渡
世

淸
§
為
地
借

六
拾
穴
ヶ
年
.淑
前
巳
年
次

:■■
煮 I 

質渡
世
•■,
.
.',

撺
右
'衞
門
店
.：

腰
物
類

買 ;
渡
世

畫
ハ

御
座
候

右
.之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

.文
政
十
衣
年
:
,

.關
東
向
御
取
締
御
.出
役 
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田
茂
左
衞
門
樣
御
手
付

吉
田
左
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五

郎
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'
.
'
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.
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姓
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年
寄

.
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甚
.左
衛
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門 

寅右衞門
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'

安
：
.兵
衞
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八
十
右
衞
門
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伊
.左
衞
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-
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:

(

前
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宵
五
拾
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ヶ
年
以
前
辰
年
^ :
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.
唐
酒
渡
世
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.；
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贰
拾
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1
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ヶ
：
年

以

前

卯

年

左
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同
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世
'

六

拾

1
.

ヶ
年
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前
亥
^

^

 

同

：
パ

渡
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'
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五
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.

一

ダ

年

以

前

酉

年

か
':
.

同
'

ン
渡
«
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:
;
,
'
.
'
。 

-
拾
八
ヶ
年
以
前
成
年
ぷ
だ 

同

.'’.鞔
世
グ
■.
.'

「

■こ
 

六
拾
六
ヶ
年
以
前
午
年
ふ
.-
：
.

..同
ー
へ
^
世
；

.

.
'
:
:
;

.

贰
拾
：
年
以
前
辰
年ぞ

：
；

'■ 

同

渡

世
 

.

家
持
•
小左衞門

欠左衞

F1
店
.
.：
權：治
，郞

平兵衞店

'
:
:
利

'兵
'
'
.
衞
.

家
持

茌

丘

衞:

家
持

平

セ

家
持

幸

助

安兵衛店次

i

助

髮
結
渡
世

相
右
衞
門
.
，
常
士

職
人
西
七
十
人
中
、'調
查
事
項
.に
關
す
る
も
の
.の
'■み
の
答
申
で
あ
A
、
前
'記
村
明
細
帳
の
.記
載
の
方
が
遙
が
，.に'詳
細
で
あ
る
。
し
か
し
開

業
年
代
を
示
し
紅
も
の,'
及
び
村
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
て
い.な
.い
も
.の
を
含
ん
で
い
る
の'で
左
に
擧
げ
ょ
ぅ
.°
.

■•
:

-

.
 

• 

• 

t
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■ 

■ 
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: 
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第6 表 商 人 及 び 職 人 ー 覽 表 （文政8 年） ’- • ' ... .• . ‘，. . . . . . . -■.一' . \

m 類 mm 店 鱗 |種
類 ，m w 0 合計

麵 類 商 寶

1 ■ !■- i '

2 V 2 八 百 屋 商 ‘寶‘1 0
し• ’

4

植 物 商 W 0 1 1 馬宿糠食類商賣 0 6
多
荒

葉粉
商 2 5 7 瀨 戸 脾 類 商 罵 ’ 0  ̂ 1

荒
木

物 
綿類 商 賣 1 0 1 多 葉 粉 入 商 寶:.-. . . . . . . . 0 % 1

小 間 物 商 賣 1 2 3 粃 屋
0 1

小
挑

間物 
灯 屋 0 1 1 經 . .師: V 屋 0 1 1

傘 挑 灯 屋 0 1 1 濞 m 0 1

靑 物 商 賣 9 6 14 M 物 商 賣 0 1

足 : 袋 屋 1 1
•

古 質 •着 商 賣 2 2

鹽 へ 背 屋 1 4 5 質 
古逢

载酒瘴穀物渡世 1 0 1
水 m 子 屋 0 4 4

古 .寰 ノ 1: ； 0 1

龍 康 0 1 : 1
古質鐵荒物米商賣 1 0 1

舂 米 ， 犀 2 4 6 舂
古 . 幾商、 ■M 1 0 1

藓 米挑;商 賣 1 0 1 古 鐵 賀 •2 1 3
豆 商 ■賣 0 4 4

喜着裏道量渡 世 0 1 1
菓 子 商 n 2 3 5 ..古着古道具商 .賣: 0 2
植 木 商 賣 3 1 4 質 穀 物 商 1 : : 0 1
材 木 商 賣 2 0 2 商 人 ...合. 訃 38 67 ' 105
材 木

藁 商 w 0 1 1 大 エ 職, 6 2 7
楝屋馬具商 賣 0 1 1 家 根 m. 0 1 1
馬' 具 商 賣 0 1 建 具 職 0 1 i

下 駄 商 賣 0 1 1 左 官 職 0 1 1
油 缴 揭 商 寶 0 2 2 鍛 冶 職 1 4 5
油 食 商 賣 3 2 5 桶 屋 ' : 職 _ 0 1 1

酒食商賣菜種粲 0 1 X 職 . 人 合 計 6 10 16
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て「て

枇
本
兵
五
郞
樣
御
手
付 

脇
谷
武
左
衞
門
殿

' 

' 

3
,
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
三
號
、

.パ

.
山
本
大
膳
赞
御
手
代
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河
野
啓
助
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.
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-
:
. 

' 
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: 
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' 
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，

(
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.
前
宁
は
本
稿
十
九.頁
^
.
1
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：し
.た
。
 

.
'
.
，
'
、
.
.
し

' 

.

^
.等
-̂
澈
^;
步

;^
^^
:
^
瑕
 

の
ぃ̂

が̂

營

ま

れ̂
奢
^
的
^
要

求

に

^

す

る

も

の

す

ら

存 

莅
し
た.'*
が

明

瞭'で
あ

石

。
.
旣
に
こ
め

時
期
に
，至

れ

ば

商

業

の

，發

達

は

紅

戶

市

中

と

殆

ん

ど

®.
:e
>ぬ
程
：に
な
っ
て
い
た..
。；：旣

に

述

べ

.

.
；
こ
如 
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<
:"
次
政
十|

年
：め
輪
■.部
鞭

^■
の
®;

<
ハ
'職
人
：̂
計
百
七
十
人
に
達
し
、
§

村
住
民
の
八
割
3 :
'

分

ほ

で

が

师

等

：か

の

商

業

に

從

事 

し
て
い
た
か
、
或
い
は
職
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
：な.る。
勿
論 
一
ロ
に
商
人
と
言
っ
て
も
、
小
は|
|
0̂:
副
業
的
な

も

の

：：
か

ら

、
大

は

、
‘
た 

ど

ぇ

ば

質

穀

物̂
兵̂

衛

の«
く

、
：
；
：：下

教

下

女

合

計

八

认

支

氣

傭

ず

石

と

#
っ
：だ

も0;
ま

で

含;̂
れ

て

^

と

も

角

注

民 

.の
大
多
激
が
商
人
/>
職

;̂
.や
あ
る
^
日
^
樣

な

-
の

時

期
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'

角
箸
村
欠
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、广'%
'は
：や
農
'村
の

親

：定

を

卞
 ̂

.

.
■
'
.
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S

を
和
三
年
の
宗
£
:
,
帳
に
ょ
る
0

な
お
こ
の
間
.
一.1
十
年
乜
上
を
經
て
卜
る
た
め
第
次
表
に
.
示
.し
た
請
齡
人
办
.
す

べ

て

を

ど

：
の

ゼ

に

見

出

す

事

は

：
不

可

： 

.

能
で
あ
プ
太
^

し
か
本
同
種
や
質
古
鐵
酒
造
穀
物
渡
世
の
小
右
衞
^

も
”

ぺ
宗
門
帳
で
^ .

こ
の
種
の
商
人
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%
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比
し
有
カ
で
あ
み
^

事
识
萊
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4
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■
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商
人
の
多
く
は
：1
1
^
0

」

ヤ
為
^
た
マ
殊
に
小
賣
商
と
思
わ
机
る
者
に
そ
ぅ
言
づ
た
傾
向
は
ぎ
出
て
い
る
^
是
に
反
し
て
質
商
、 

杏
物
商
等
に
は
家
持

の

多

ぐ

見

ら

れ

る

、の
，
が
；

g

目
さ
れ
る
。
彼
等
商
人
の
生
活
狀
態
に
っ
い
て
ば
明
ら
か
で
な
い
が
次
に
擧
げ
る
史
料
か 

ら
或
る
程
度
の
推
測
は
つ
く
。
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.
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ニ
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申
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程
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一
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年
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K
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百
文
程
つ
ト
出
申
候
二
：'
'マ)：ぐ
.
..
‘
：
\

ト

.

:
-■:表

建

家

店

ち
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壹
ダ
月
1
5貫
ガ
文
つ
、
只
今
紳
电
候-
.
.
.
.
ブ

.
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、 

：
.
'
. 

/ 
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(

S

2
露

i

顏

輕

■

誠

相

談

f

候
i

■ 

• .
 
.
-
•
. 

- 
. }
,
i 

:
,

:,
.-;
.
:
,
.
:
. 

. 

- 

.

.'
右

の

：史

抖

ぼ

年

代

、

書

が

れ

た

8

等

4

刹

吸

し

な

い

が

、

是

塞

ど

し

て

骓

測

を

試

れ

舊

の

如

く

：1

る

。

通

り
: ^

る
細
菱
い
地
嵌
が
ー
區
f

な
し
て
い
る
。
表
に.は
商
家
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
店
で
あ
り
、
大
家
に
蹇
が
支
拂
わ
れ
て
I 

るO

义
土
地
も
地
主
の
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
店
賃
の
額
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
程
度
丨
四
十
坪
前
後

—

で
は
一
ヶ
月 

錢
一
貫
文
位
で
あ
る
。
親
は
畑
か
議
地
と
な
つ

v

い
る
。
店
子
が
是
等
の
土
地
を
值
接
耕
作
し
、
家
計
の
補
助
と
す
る
場
合
も
あ
つ
た 

多
a

農
！̂

小
作
地
と
し
た
様
でI

。
こ
れ
が
震
畑
で
あ
り
、
蔬
菜
の
塞
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。 

小
作
料
と
年
貢
諸
役
と
の
開
に
芳
千
の
開
き
が
あ
り
、
こ
の
點
f

疑
問
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
姿
に
當
時
の
商
象
の
狀Iを
見
出
す
事 

) -
^

き
ょ
ぅ
.
0' 
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. 

.. . .' 
,
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.
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さ
て
次
と
火
家
と
の
關
係
で
あ
る
。
幸
い
村
明
細
帳
の
書
上
げ
に
は
大
家
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

A
家
の
內

、
ニ
軒
以
上
の 

店
を
持
S

十
六
人
を
撤
出
し
、
そ
の
渡
世
方
を
調
べ
て
み
る
と
第
セ
表
の
如
べ
で
I

。
但
し
店
は
こ
の
：̂
料M

商
人
及
び
職
人
と
し

:■ 
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二

五

(

ニ
ニ
H) 
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第 7 表 大 家 渡 世 方 一 費 表

•. 4

大 家 店數 渡 世

伊 兵 衞 9 古 鐵 n

m 兵 輪 8 春米桃商寶.3̂ 物 商貴 1 •
淸. 兵 衞 6 質 穀 物 渡 世

喜 右衞 n 5 紕 犀 (年 寄）

安 兵 衞： 6 不 明

平 4 質 古 鐵 荒 物
米 商 資 （平哿）

源 助 4 材 木 商 賣

ニ.右衞 門 a 質古鐡古着商賣

大 家 店數 渡 世

傳 ， 2 古 鐵 古 蒗  
商 寶 （組 頭 ）

平 .'. 七 , 2 質古鐵洒商寶

_甚兵 衞 2 酒 食 商 賣

幸 助 2 酒 食 商 寶

平 兵 ’衞 2 小 間 物 商 賣

庄右衞門 2 舂 米 ぐ m ,
龜 之 助 2 大 に.戈:..
彌 兵 衞 2 菓 子 商 賣

n
H學
會
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誌
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■
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古
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商
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.
丨

商
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商

ら

な

い

。
こ
の
表
か
ら
も
質
商
、

十：！

物
商
の
優
勢
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
表
に
出
て 

.

鐵

.(
^
か

.
' ぺ

物

，
米

.

.
い

る

だ

妙

で
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、

.一
一
十

I

ハ
軒
の
店
を
所
有
し
て
い
る
の.で
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る

。

注

目

す

ベ

き
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-
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古
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.食
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食' 
間
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是
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汰
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中
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村
役
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い
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す

ベ

'て
が
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—
：

磨
.ブ
質
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l
h
j
_
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■

犬

葉

人
、
職
人
と
な
っ
て
い
る

•事
で
あ
ろ
う
。
表
面
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で
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
村
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2

2 2

2

2

.

2 

2

2
最
有
力
#
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
名
主
や
村
役
人
の
多
く
は
商
人
と
し
て
も
出
て
い

I
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.
:
い
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•■
■M ;
衞

4
.助

衞

.'
.;
な
い
。
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の
¥
實
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窖
村
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舊
家——

村
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を

：も.っ
て

代
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れ

る
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兵
衞
之
も
の
多
く
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、この様な商業以外に，裁盤を持
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て
い
た
事
に
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る
。
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く
と
も 
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し
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る
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で
あ
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さ
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こ
の
様
に
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い
角
箸
村
商
人
の
取
引
範
圍
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い
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に
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內
汲
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接
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.
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商
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鐵
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6
.れ
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纪
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商
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邊
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し
か
し
、
角
箸
村
商
人
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.
'紕
：'
.不
''
質
米
材
'質
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あ
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締
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位
置
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っ
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の
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衛

衞

衞
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衞

藏

助
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か
ら
江
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來
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た
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に
ば
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う
し
て
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通
過
せ
ね
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ぬ
と
言
う
有
利
な
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兵

兵

兵

右

兵 

右
置
に
あ
っ
た
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で
あ
る
。
こ
の
事
は
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角
宵
村
の
商
業
發
達
に
と
っ
て
極
め
て
觅 
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：;
ぃ

.

.三
'
'之-'
.
'
:
助

百
姓
伊
右
衞

£
：

店

.

同

：
.
：
:
.
;
,
.
-
"
 ̂0..

同 同 同  同

.

同

人

店
.

源
.

次

.郎

;■
酉
姓新

.

.
助 

，
同
'r

,

次
左
衞
一
門

ぐ
同
.
.
.
■ 

V

■

傳

，
兵
:
衛

同

同

次

.右

衛

門

r

.
金
成
拾
八
兩
成
朱
ト
ぺ 

.合
銀
贰
亩
三
拾
成
匁
九
分

,
' 

錢
五
拾
七
賞
八
百
七
拾
七
文
.

覺

：ヶ
國

.

.

. 

贰

.都

.

■拾
五
ケ
村 

入
數
四
拾
四
人

右
訴
訟
人
供
兵
衞
奮
上
候
、
囊

*
集
物
商
內
致

f
'I
S

l
相
手
之 

も
の
共
，江
書

面

之
通
寶
褂
相
滞
候
.ニ
付
、度
々
.猶
促
仕
候
得
も
品
能
申
延
，、
 

濟
方
埒
明
不
*
敷
義
率
極
仕
候
間
無
是
悲
今
般
御
訴
訟
.奉
中
^
候
、
何
卒

御

憨

悲

を

以

相

手

銘

，
々

被

.

.召
出
、
御
辟
.妹
之
上
右
滞
分
早
速
相
濟
候
樣 

被
'
仰
付
被
下
餒
候
樣
奉
願
上
候
以
上
.

■ 
•大
賞
次
右
衛
門
御
代
官
所
.

•

;'
- 

武
州
颦
嶋
郡
角
箬
村
：

'
文
化
•八
年
未
十
-
月
： 

：.百
姓
安
兵
衛
店 

-

,

■

:

 

.. 

ノ 

訴訟人：伊兵
衞 

;
:
.
' 
-
:
.
御

奉

行

樣

-'
.

..

:

.:

.;■

.

#

訟
の

.请

県

に

っ
い
て
は
下
明
で
あ
る
が
、.相
手

方

の

村

々

を

地
！！

上

に
求
め
て
み
る
と
、
何

れ

も甲
：
^

.

.

靑
梅
の
 
一

r

,m
，
及

び

靑 

梅
街
道
馬
橘
村
ょ
り
分
岐̂.
る
五
日
市
街
道
の
.周
#-
'
.
に
あ
り
.
、

.

#
箸
村
商
人
，の
願
客
.と
だ
っ
た
範
圍
を
收
旧
っ
てI 

^

.距
离
の
.

^

!

で
は

翁
で
あ
る
か
の
：吟
味
が
必
要
でf
。

し
か
し
襟
納
金
額
が1
平

均

ぎ

べ

兩

前

後

の

| ;
少

さ

戈

含

十
人
の
擧
を
出
し
て
い
る
處
か
ぢ
消
費
雪
あ
含
斷
定
し
得
ょ
ぅ
。:,
-

.

で
太
商
品
の
t
入
先
に
っ
い
て
立
ゼ
ぅ
か
。
江
戶
沛
中
の.商
人
な
ら
ば
、\商
品
の
配
給
順
路
は
問
屋

—>

仲
賀
7>
小
賣
が
芷
常
な
形
態
と 

し
て
考
え
ら
れ
る
。'.
し
が
し
约
箸
村
は
名
目
的
に
は
江
戶
市
外
の̂村
^
で
あ
り
”
法
令
等
卞
つ
い
て
も^
!應
さ
れ
^
も

の

力

.あ
っ
た 

足

つ

て

商

品

の

ル

ー

ト

に

っ

い

む

%;
、：

江

戶

市

內

の

如

き

經

路

を

規

制

さ

れ

か

必

要

は

な

か

つ

た

.の
で
.あ

る-'
°
そ
れ
で
は
逆
に
洎
|
-が
’ 

あ
っ
た
等
と
は
な
し
得
な
い
。'商
業
の
'發
達
に
伴
つ
て
、
；
娘
述
す
る
咖
く
種
各

调̂

つ
い
て
努
察
し
て
み
ょ
ぅ--
0

勿
論
販
寶
先
と
同
樣
に
ニ£

の
事
件
を
：通
忆
て
是
の
輪
亂
を
知
ゥ
得
る
.の
み
で
.あ
名
タ
.ゾ

-

..

•

第
一
の
事
件
は
煙
草
の
仕
入
に
關̂
て

で

奪

。■.史
料
は
文
化
六
年；( 〕：)<

〇

豪

v

角
■
:
の
ゾ
ー
煙
草
小
,

が
仕
ス
品
_の
代
金
滞
納 

に
ょ
り
、
江
戶
四
ッ
谷
の
商
人
か
ら
訴
え
ら
た
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
事
件
の
落
着
に
っ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、’
こ
の
齡
訟 

,

都
市
近
郊
村
^
訪

問

題

-.し
/

:

- 

. 

三j
,

 

s
i
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三
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(

ニ fljQ)

.

.

. 
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.
•

,
: 

> 

.

. 

.
•
.

•:
.
.
. 
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-
>
.
.
パ

.

.

.

.

.

.

.

 
/

く’

-

.

 

-
•
•
-

'.

ノ.
パ

ン

.'.

.
 

.
 

.
 

ノ
：..
.
 

•-
 

....
 

.

の

抽

手

は

九

人

，を

數

え

て

居

り

、

そ

の

_

圍
は
判
ら
な
い
が
、
四
，ッ
谷
の
商
人
を
問
屋
若
し
く
ば
仲
質
商
人
と
見
：る
事
を
可
能
な
.ら
し
め 

々
0
と
も
あ
れ
、
こ
の
様
に
江
戶
办
ら
仕
入
れ
る
經
路
が
ー
つ
あ
る
、事
が
判
明
し
た

o

 

‘

 

V

 
.

第
二
は
文
化
八
年a

八
一
一)

、
先
に
擧
げ
た
太
物
荒
物
商
伊
§

が
同
じ
く
商
品
の
仕
人
金
滯
納
に
關
し
訟
え
ら
れ
た
事
件
で
あ 

る
。
こ
の
事
件
が
素
因
と
な
っ
て
、
伊
兵
衛
が
逆
に
賣
掛
金
未
納
の
-四
十
數
人
を
訴
え
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
：と
の
訴
訟
に
.っ
.
' 

い
て
は
、
訴
人
は
意
外
に
も
武
藏國
埼
玉
郡
越
ヶ
ハ
介
宿
の
商
人
と
な
っ
て
い
る
。
越
ヶ
ハ
合
は
日
光
街
道
上
の
宿
驛
：で
：あ
：り

>>
街
道
|を
1
1了 

.す
：る
限
り
、
江
户
を
通
過
せ
ね
ば
角
害
村
へ
到•達
し

得

ぬ

；位

置
.に
あ
•る
：。
，
直

線

距

離

は

約

七

，
里
で

.あ
る

が

ぃ

商

品

は

恐

ら

く

江
！！！

を

汪

囘 

.し
て
取
引
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
濟
！

□ ：

證
文
が
.あ
る
の
で
左
に
全
文
を
擧
げ
ょ
う。

:.
:

.

、
/

 

:

「

'

‘ 

-
 

■

.

,
、

差
上
申
濟
ロ
證
文
之
事
 

' 

.

,

、

, 

,

.野
田
.源
.玉
郎
御
«
目
所
武
州
培
玉
郡
越
ヶ
谷
宿
市
左
衞
5
:須
，ニ
付
代
：召
仕
久
兵
衞
泰
申
上
候
、
私
ぶ
松
平
隼
人
芷
樣
御
知
行
下
總
國
葛
飾
郡
野
田
町
西
姓
，忠 

.五
郎
外
九
人
江
相
懸
9
實
掛
澈
出
入
申
立
、：
去
午
十
月5

：

當
御
奉
行
所
檬
江
奉
出
訴
、
疋
月
廿
.

r

日
御
差
日
御
象
判
頂
戴
.仕
相
•手
方
江
相
付
庚
虑
、
右
忠
五： 

.

.

.
郎
外
八
人
救
滞
谪
金
六
拾
六
兩
贰
分
贰
朱
銀
九
厘
錢
四
賞
五
吉
四
拾
贰
文
之
處
ご
當
金
三
拾
四
南
寰
分
贰
朱
受
取
之
、
残
金
.三
拾

^

兩

費

分

銀

九

リ

ン

錢

匈 

贯

五

百

，四

拾

成

文

者

、

訴

訟

方

1ー
而
不
足
仕
审
分
な
く
內
濟
仕
、ー
相
殘
而
武
州
#
.嶋
都
角
笹
村
伊
兵
：衞
壹
人
相
濟
不
申
候
間
、
考
月
廿
七
日
，御
內
寄
合
江
.̂
; 

召
出
御
吟
味
奉
受
候
處
、
是
X
追
々
御
日
延
奉
願
上
褂
合
之
上
、
滯
金
拾
六
兩
壹
分
甙
来
銀
贰
匁
四
分
贰
厘
之
處
、
當
金
或
雨
贰
分
受
取
、
金
贰
兩
#■
別
紙 

■證
文
取
之
、
殘
金
拾
三
兩
壹
分
戒
朱
銀
成
忽
四
分
贰
厘
訴
訟
方11
而
不
足
致
、
無
申
分
不
殘
熟
談
內
濟
仕
、
偏

-
!御
威
光
と
難
有
仕
合
泰
存
候
、
.德
ル
：上
者 

右一

件

-

〖

付
重
而
双
方
ぶ
御
願
筋
毛
頭
無
御
座
候
、
依
之
無
後
證
濟
ロ
證
丈
差
上
申
處
如
件
.

„ 

' 

r
.

.

-

 

,

 

.

 

.

•
野

田

源
.}4

郞

御

代

官

所

:'
.
/
:

:

, 

’ 

■ 

' ,
武
州
埽
玉
郡
避
ヶ
谷
，宿

.

.

.

.
-:
:

文
化
八
未
年
二
，月
八
日

 

、
 

，
百
姓
市
左
衞
門
煩
代
谷
仕 

.

、

：
： 

.

.
.

-

.

.

.'
■

訴

訟

人

久

\
兵
.
.

衞
.

'.
.
.

,

.
，'犬
.貫
次

.右衞
門
御
代
官
：

」

所
.
’
.
.
.
-

御

奉

行

所

樣 ‘

同
.

洲豐嶋郡“

村
 

, 

安
兵
，衞
店

こ
の
場
合
の
商
品
の
經
路
は'

U

戶
を
經
由
せ
ず
、
地
方
の
仲
繼
商
人
か
ら
直
接
來
た
も
の
と
言
え
义
。
特
に
：右
の

.

.

事
件
：は
商
品
は
太
物 

荒
物
屋
で
取
扱
う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
仕
入
先
が
江
戶
が
ち
數
織
の
；街
道
上
め
宿

_

で
あ
る
點
注
目
に.
慎
い
ず
る
。

o
:

勿
論
.こ
の
樣
な
ヶ 

1
ス
が
ど
の
程
度一

般
性
を
持
ち
得
る
か
は
疑
問
と
せ
ね
.
ば
な
ら
な
い
が
、
'
.

こ
.

.

の
商
品
の
取
則
關
係
は>.
:

越

ケ

谷

一
"(

仕
& :
’
卜

角

箸

丨
 

(

小
資)

I

消
毀
智
と
な
り
、

間
近
で
し
か
も
大
都
市
の
江
戶
を
完
全
に
無
視
し
，て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

: 0
と
の
.

様
な
近
鄕
商
人
の.
 

活
蹯
は
江
月
商
人
に
と
っ
て
は
當
然
好
ま
し
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
角
箸
村
の
商
業
發
達
に
と
っ
て
種
々
の
間
題
が
生
じ
，た
の
も
こ 

の
點
か
ら
.

で
あ
つ
た
。
.

- 

•

 
,

 

V

 
•

'第
三
は
殼
屋
で
、
是
は
地
廻
り
で
あ
る
か
ら
商
品
は
當
然
，附
‘近
農

村

か

ら

集

め

允

.。

 

く
.
.
'
:
:
:
.
' 

k
上
乏
し
い
史
料
の
中
か
ら
檢
出
し
た
如
く
、
-商
品
に
ょ
っ
て
そ
の
仕
入
先
は
區
々
で
，あ
づ
た
と
言
え
ょ
う
。
む
：か
し
、

§I

の
場
合 

の
如
く
、
關
東
內
部
で
の
生
産
物
に
關
し
て
は
江
戶
を
介
せ
ず
に
取
引
が
行
わ
れ
た
も
の
，で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
取
引
範
圍
は
、

.事
實
.上 

k
江
戶
の
町
^
と
な
る
ま
で
に
都
市
化
を
み
た

J

の
村
の——

廣
く
言
え
ば
隣
接
町
村
の

——

し
か
も
江
戶
市
外
に
あ
る.と
言
う
特
殊
性
. 

か
ら
來
る
結
架
と
し
てa
服
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

，

以
上
述
べ
た
諸
點
は
幕
末
期
に
お
け
る
角
窖
村
商
業
の
い
わ
ば
靜
態
的
觀
察
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
様
な
發
達
は
近

ft
初
期
か
ら
存
し
た 

も
0.
で
は
な
い
。
初
期
ば
遙
か
に
農
村
的
で
あ
っ
た
。

•

前
揭
の
農
間
渡
世
調
査
の
史
料
を
み
て
も
、
，
居
酒
屋
の
出
現
す
る
狀
態
が
解
る
で 

お
ろ
う
。
卽
ち
、
そ
の
殆
ん
ど
が
文
政
を
さ
る
六
十
年
前

——

|與
曆
，
明
和
期——

ょ
り
以
後
で
あ
り
、
そ
の
後
の
出
現
も
極
め
て
徐
 々

た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
しこ
の
寶
曆
，
明
和
期
は
、
角
辔
村
に
と
っ
て
は
か
な
り®:
要
なH

ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ 

れ
ま
で
の

.農
村——

避
菜
生
産
を
中
棂
と
す
る

—

か
ら
、
商
業
へ
重
心
を
移
し
たの
が
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
當 

都
市
近
郊
村
办
睹
問
題
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ン

S
W學
會
濰
餘
'第
四
十
七
，卷0

0 

: 

’ 

- 

,

3

四

•(

ニ
三
3

.
,
時
.の
狀

態

に

っ.い
て

は

幸

い

明

，和

九

年

(
I

七
七
ニ) 

'
の「

抱
凰
舖
並
百
姓
商
寶
家
書
上
帳

」

が
あ
り
、
こ
の
年
の
商
家
が
三
十
八
戶
で
あ 

っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
年
代
以
後
の'發
違
が
か
な
り
顯
蕃
で
あ
っ
た
事
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
.

.

ン
初
期
か
ら
中
期
へ
か
け
て
の
商
業
發
達
の
狀
態
は
殆
ん
ど
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
し
か
し
土
地
资

K
證
文
等
を
綜
合
し
て
み
る
と
、-
初 

期(

寬
文
丨
元
祿)
に
：̂
い
て
、C

赞
村
の
屋
敷
地
が
’江
戶
の
恐
ら
く
は
商
人
と
思
れ
れ
る
敎
へ
か
な
り
賣
却
さ
れ
て
い
る
高
が
注
目
さ
れ 

る
。
-そ
の
中
に
は
硏
展
の
如
く
明
ら
か
に
武
士
曆
の
要
求
化
應
ず
る
も
の
も
含
ま
れ
で
卜
る
が
、
彼
等
が
こ
の
時
期
に
こ
の
村
へ
屋
敷
を 

求

め

た

武

士

層

と

，密

接

な

f

を
有
し
て
い
た
事
は
疑
ぅ
餘
地
も
众
い
。
恐
ら
く
は
彼
等
に
角
箸
村
の
商
業
發
瑋
の
、
少
く
も
最
初
の
擔 

い
手
を
求
め
得
る
で
あ
ろ
ぅ9
そ
の
後
は
元
祿
年
間
に
內
藤
新
宿
の
猎
場
取
立
て
が
あ
り
、
'途
妒
一
度
中
絕
は
し
た
も
の
商
業
發
達 

の
有
力
な
條
件
と
な
っ
た
。
同
時
に
江
戸
の
搬
大
吖
結
果
、、
實
質
的
に
は
C
の
村
も
そ
の
一
翼
を
形
成
す
る
に
至
り
、
他
方
附
近
農
村
の
. 

貨
幣
經
濟
化
が
進
め
ば
當
然
角
筲
村
に
お
い
て
は
商
業
の
發
達
が
見
ら
れ
る
の

•で
あ
•る
。
そ
し
て
化
政
期
と
も
な
れ
ば
繰
り
返
し
述
べ
た 

•
様
に
も
は
や
農
#,
た
る
の
牲
袼
は
全
く
脫
皮
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

i
。

商
業
發
達
の
御
略
は
大
約
有
に
見
た
如
く
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
诚
決
し
て
何
，の
障
害
も
，な
く
進
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は 

種
々
の
厄
介
な
問
題
を
生
じ
た
。
野
村
兼
太
郞
敎
授
の
、紹
介
さ
れ
た

「

淀
橋
町
米
穀
問
屋
仲
間
古!
^

」

も
こ
の
様
な
近
.
に
お
け
る
商 

業
の
發
達
が
、
江
戶
の
商
人
を
刺
戟
し
、
彼
等
と
近
鄕
商
人
と
の
間
に
摩
擦
を
坐
じ
、
遂
に
江
戶
商
人
の
支
配
の
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
て 

行
く
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る>0
艾
、角
笹
村
に
隣
接
す
る
淀
橘
町
、
璃
子
町
の
縠
類
商
五
人
が
旣
に
安
永
ー
一
年

(
一

七
七
三)

組
合
仲
間
を
形
成 

し
、文
政
六
年

a

八
ニ
三)

に
は
兩
町
の
外
、
柏
木
本
鄕
村
、角
箸
村
等
の
商
人
が
加
わ
り
、
計
十
人
に
增
加
し
て
い
た
事
も
注
目
さ
れ
る
。

(

註)

野
村
兼
太
郞
著
，

r#

川
対
建
社
會
の
硏
究

」

四
百
三
十一

頁
以
下
。
 

•

ノ

商
人
は
す
べ
て
に
こ
の
様
な
仲
間
組
合
が
成
立
し
た
と
ば
考
え
ら
れ
な
い
が
、
角
哿
村
^
で
組
合
を
組
織
し
た
商
人
に
古
鐵
贸
商
が
あ 

る
。
前
忆
述
べ
た
如
く
彼
等
の#'
く
は
質
屋
を
#
ね
、
店
を
多
數
擁
す
る
村
の
有
力#
で
あ
っ
た
し
、
叉
楚
に
關
す
る
史
料
蒞
干
を
殘
し 

て
い
る
の
で
以
下
考
察
を
加
え
て
み
る
事
に
す
る
。

 

,

‘

角
管
村
に
お
い
て
、
古
鐵
贸
商
の
發
生
を
み
た
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
。：
寬
政
八
年

(
一

七
九
六)

の
質
屋
，
古
物
商
の
書
上
げ
に
は
古 

鐵
贸
商
八
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
彼
等
の
仲
間
組
合
形
成
は
そ
の
後
享
和
元
年

(

一
八
0
1

)

の
事
で
ぁ
つ
'た
。
そ
の
時
を
事
情
を
示
す 

史
料
は
次
の
如
く
物
語
つ
て
い
る。

• 

. 

•

r 
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:

ニ
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ぐ
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上
.申
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札
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.事
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私
と
も
儀
、
是
迄
仲
ヶ
間
拾
人
•有
之
、
古
鐵
贸
渡
世
仕
、
名
主
ぶ
帳
面
江
押
切
を
請
所
持
仕
、
江
戶
町
江
. %

罷
出
渡
世
仕
來
候
處
、
江
戸
町
古
鐵
買
と
も 

者

"町
御
奉
行
所
次
相
.渡
候
鑑
札
所
持
仕
渡
世
.仕
候
ニ
：#
:■
■>..帳
面

而

：己
：
所

持

仕

候

而

.着
紛
敷
由
申
之
、
か
き
つH

相
咎
渡
世
難
相
成
.難
儀
仕
候
‘ニ.付
、，.

以 

來
無
差
支
渡
世
致
度
段
泰
願
候
處
、
御
鑀
札
拾
牧
名
主
方
江
裁
成
御
渡
候
間
、
銘
々
名
主
方
ぶ
請
取
步
行
候
兩
褂
之
笊
江
差
札
仕
、
.以
來

無

札

-
一
而
者
一 

切
渡
世
仕
間
舖
候
祺
.

 

'

I

此
度
御
鑀
札
相
願
候
拾
人
之
者
共
義
者
、
前
々
々
古
鐵
賀
渡
世
仕
來
、，
所
役
人
共
ぶ
身
元
等
も
相
釓
候
上
既
出
人
數
'
相
極
候
上
者
、
以
來
新
規
古
鐵
賈
渡 

世
相
始
候
_

不
相
成
、
ル
楚
盗
渡
世
致
來
候
赉
共
老
翁
致
候
歟
、
病
身
等H

而
家
業
相
，成
兼
候
節
、
外
望
人
有
之
御
鑑
札
相
譲
リ
度
候
ハ
、
、
双
方
ぶ
名 

ニ
王
方
江
申
立
指
圖
を
餹
可
渖
候 

ぐ
.

’

-

，

,

•

,，
 

-
 

1

右
人
數
之
內
行
搴
相
立
蹬
、
仲
ヶ
間
不
取
締
無
之
樣
い
た
し
、
以
來
仲
.ゲ
.
間
內
不
見
屆
も
のv

有
之
：‘候
.

ぐ
、
、/
仲
ヶ
間
之
：者
共
ぶ
品
々
御
配
申
上
候
樣
可
仕 

候
、
若
其
儘
差
置
外
ぶ
相
知
候
ハ
、
殘
仲
間
ヶ
間
之
. %

の
共
迄
御
咎
メ
可
被
仰
候
間
、
相
互】

{

致
吟
味
胡
亂
成
者
、一
切
仲
ヶ
間
江
差
加
雄
間
敷
事 

"1

銘
々
買
取S

品
々
者
、
名
主
方
ぶ
渡
1

候
斯
切
#

两
严
缚
<

不
洩
樣
記
餃
、
紛
失
物
御
釓
之
節
紛
敷
義
無
之
樣
可
仕
候
.

し

.

右
之
通
此
度
被
仰
渡
候
間
、
以
來
心
得
違
無
之
樣
I E

路
ニ
渡
世
可
仕
、
尤
商
賣
，致
方
並
紛
失
物
御
吟
味
請
候
義
者
、
享
保
八
卯
年
、
安
永
元
辰
年
江
戸
町
御

静
誉
寫
此
度
名
主
方
江
御
渡
被
成
候
間
、
右
之
趣
相
心
得
可
’
中
候
、
若
盜
物
等
賀
取
候
か
又
は
不
屆
キ
之
義
も
有
之
於
相
知
者
、
御
吟
味
之
上
急
度
御
咎
可 

，被
仰
付
旨
之
仰
渡
承
出
奉
廣
候
，、
仍
而
御
請
證
文
差
上
申
所
如
件 

-

- 
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、
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マ
.
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部
：で̂

ヴ
S
:
:
:
;
こ
^

外

に
'%

享
保
、：
安
永
年
間
の
町
觸
、
名
主 

■
J

囊
§

^

;«

顏

_

妨
.參
亦
.赏
略
本
_

.

:

;

^

#
是
»

に
、：ょ
!)
;:̂
_

に
祐
» :
る
丧
鐵

;:

一一

：：

麵

ム

p
^
_
v -
'

る
實
«)

.联
«
商
办
:#
彌
^
^
:の形
璃
队
_
安
慕
察
@1
ど
漱
觀
な
鼯
敗
^
持
っ
.て
：居

り

、
#

品

呤

な
り
¥

い

時

期

，
に

形

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

.

る
ゾ
约
普
村
の
場
合
も
、
條
文
に
見
る
如
く
こ
の
面
か
ら
の
要
求
が
か
な
り
强
か
つ
た
事
は
明

.

■•
■
;

說

？
: ^

_

.

-'
:
,
'
:
:讓

>;

1>
滴
識
;:
;
0^

じ
、
そ
の
點
か
ら
の
仲
間
組
合
の
形
成
、
及
び
こ
の
村
の
以
後
に
お
け
る
江
戶
町
觸
の
適
用

——

鐵̂
取
引
に
關
す
る
.

——

が
み
'ら
れ
る 

ぐV::

事
で
ぁ
备
。：̂

^
事̂
»
攸
-#
然

：こ
啟
.村

吖

瓿

抵

低

に

依

づ

セ

生

じ

た

私

の

贫 

バ
：̂
ぉ
け
'る

商

業

發

達

--
0
重

勝

な

」

べ
砸
ぞ
養
贬
っ
，
て

“
^

へ
.'
^

園

が

：逝

纏

用

め

扇

'

^

■

、#

住

及
m

s

ブ/'
:

; :

; 

:
:«)

；ー
：
な
灰
品
7|
|
宿
志
鐵
文
瓶.に
關
^
で

は「

品
抓
町&
中̂
卷
成
贫_
八
.
11
:

;

以
ま
^
^

ー：、
ハ：

)

-
.(

1

伸
問
顧
合
が
遷
さ
扣
た
ゃ

3
E學
會

雜

誌.第
四

十

七

卷第
三
號

天
.

*次
：：

右
，衞y

門
：
樣
：御

•没

所 :

な
お
育
の
_

爆

懸

鐵

鑑

礼

頂

戴

連

印

題
^

る
册
爷
のM 
h

':
:
以

土

述

べ.來

っ

：怒

如

く

ぃ

：
角

醬

村

の

‘商
潫
ば
_

る
屬
瞀
に
は
江
戶
の
外
緣
に
位
置1>
、
''
-
:
-
.
し
：か
^

^

:

ょ

：

っ
：：

て
；近

：謙

村
.と

；
の.間

に

が

：：な
W

廣

範
.

W
の

瓶

引

を

着
0

^

い
.る

ャ̂
^
^
^

 

社

月

帘

中

：で

な

敗

場

合

.に

は

激

戶

猶

人

瓦

：
の

刹

虜

關

猶

は

間

題

化

せ

ず

に

終

3

た

で_

ゐ
$

ザ 

:
取

，引

が

猶

德

江

戶

商

人

0

_

_

4抵
_

す
が
様
な
場
鸯
は«

潜
沙
間
に
«

突

免

坐

：じ

.
た
;'
-6肩
^

B

t

hれ
て
.い
た
.と
l
l
st;
务
へ
^

月
商
人
着
興
正
面
が
S

っ
た
。

し
か
し
、

何
れ
に
せ
ょ
近
世
後
期
に
茧
れ
ば
、

こ
の
村
の
商
業
沽
動
は
こ

.の
様
な
問
題
を
牛
；ず
る
程
に
成
長
し
て
い
忆
の
で
あ 

り
、
初
期
に
此
す
れ
ば
そ
の
變
化
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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以
上
、
角
箸
村
の
農
業
生
産
と
商
業
發
達
に
っ
い
て
大
略
の
輪
廓
怙
描
き
得
た
も
，の

■と
田
心
ぅ
，。
<匆
論
是
等
は
近
世
角
箸
村
の
歷
史
に
と 

っ
て
Iは
一
側
面
に
す
ぎ
ず
、
全
體
と
し
て
の
理
解
は
更
に
多
く
の
面
、か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
ぅ
。
少

X
も
金
融
及
び
助
鄕
、
運
輸
に 

っ

い

て

は

或

る

意

味

で

は

近

世

の

角

箸

株

‘
に

と

っ

て

最

'4
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
各
の
で
あ
る
。
义
、
こ
の
村
の
最
有
力
^
で
あ 

、
ク
私
名
：主
の

)

姿
が
、

.採
々
上
げ
た
«
業
及
び
谪
業
の
«
で
攸
殆
ん
だ
表
.阃
に
出
ず
鬼
終
る
事
も
問
«
で
あ
ゐ':
3
。
«■
實
は
、

/

こ
'の
，村Q

名 

'主
は
金
融
業
及
び
運
輸
業
に
お
い
，て
か
な
り
の
活
躍
を
'行
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。
又
隣
接
す
る
內
藤
新
宿
と
の
關
係
も
明
確
に
し
得
な
か 

o
た
。
^
鲁
吖
猢
.か
ら
言
え
ば
0

村
を
#
察
ず
名
に
'«
っ
：て
本
稿
0;
如

含

問

題

の

探

り

よ

げ

方

.は
最
善
の
：途
も
^

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
是
等
の
點
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
事
と
し
ノ
ー
應
今
ま
で
鸾
察
し
て
來
た
點
か
ら
こ
の
村
の
歴
史
に
っ
い
て
以 

:下
簡
單
に
ま
と
め
‘て
み
よ
う
:0
-
,
' 

.. 

■

•
-■■ 

■ 

V 

-
-
-
.
.
V
- 

-

と
言
っ
て
も
採
り
上
げ
た
問
題̂

|>
双
し
て
■て
す
ベ
て
に
全
面
的
な
解
徵
が
與
え
ら
れ
た
_
で
は
な
い
。
、
商
業
發
達
の
擔
い
手
と
し

都
市
近
郊
村
S

間
題
：
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-
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H
田
學
舍
雜
誌
，‘第
四
十
七
卷
、
第
三
.號

三
，八

5
.
.
三六)

て
、
'個
々
の
商
入
の
系
譜
等
は
是
非
追
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
卯
臌
で
あ

っ

た

。

そ
の
ル
多
く
の
不
明
確
な
點
を
殘
し
て
、い
る
事
は
盖
す
る
靡 

が
で
き
な
い
。
し
.か
し
、
史
料
の
缺
如
は
如
何
と
も
成
し
難
か
っ
た'の
で
あ
る
。‘‘推
測

を

以

っ

て

補

わ

ね

ば

な

，
^
ぬ

事

の

餘

り

に

多
き

を 

加
え
、
論
文
と
し
.て
は
1
だ
不
首
M.
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

選
ば
れ
た
村
の
少
く
と
も
大
掴
み
な
輪
亂
は
描
き
得
た
事
と
思 

.ぅ
パ
耍
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
ん。

-
'

 

,' 

' 

■ 

.

近
世
‘當
初
の
角
替
村
を
ま
ず
一
般
の
農
村
と
み
る
事
は.間
違
い
あ
る
ま
い
。
し
か
し
江
戶
が
次
第
に
發
展
し
、
特
に
明
曆
以
後
、
寬
文 

か
ら
一
兀
祿
に
か
け
て
武
士
の
移
住
が
行
わ
れ
、
彼
等
に
伴
っ
て
若
干
の
商
人
も
移
り
来
り
、
商
業
化
の
途
が
開
か
れ
た
。
他
方
農
業
生
產 

の
面
で
は
消
费
地
注
戶
を
間
近
く
檻
え
、
畑
作
、
特
に
蔬
菜
類
や
若
干
の
商
品
作
物
が
盛

.K栽
培
さ
れ
る
讀
に
女
る
。.中
明
め
こ
の
村
0. 

主
要
介
坐
業
は
む
し'̂
こ
の
點
に
求
め
る
^
が
出
來
る
様
で
あ
る
。
し
か
し
由
沼
诗
代
に
お
け
る

 
ー}瞼
的
.
商̂

業

繁

榮

は

こ

の

村

の

：都

市 

化
を
決
定
的
に
^1 ：

付
け
、
近
隣
農
村
を
主
た
る
顧
客
と
す
る_

の
：發
^,
が
見
ら
»
を
；£
1
ゥ̂
：勿
餘
そ
め
‘間
に
ば
種
々
の
問
題
を̂' 

じ
っ

t

、
攻
第
に
事
實
上
、紅
戶
の
最
外
緣
と
し
て
都
市
的
な
機
能
を
持
っ
樣
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

1>
;
か
1.
:變
化

：は

ー

腺

の

農

村

ぼ

出 

ベ
れ
ば
比
較
に
な
ら
ぬ
程
大
き
か
っ
た
と
に
言
え
、
決
し
て
急
激
な
も
の
で
は
な
か

.っ

.た
0
.そ
し
て
こ
の
_
な
都
肋
出
を
見
な
が
ら%'
> 

そ
こ
に
出
て
來
る
商
業
は
小«
的

な

-%
の
が
多
く
、
手
エ
業
生
產
の
殆
ん
ど
行
わ
れ.な
か
づ
：
龙

事
を
，加

:̂
<
、
.腐
業
資
本
と
し
.て
迄
.は
成 

長
し
得
ず
、
江
戶
或
い.は
盛
り
場
の
內
藤
新
宿
に
寄
生
す
る
と
い
っ
た
從
屬
亂
だ
も
め
に
終
；っ
ギ
1>
ま

っ

た

。
、

y

戶

の

：
商
人
仲
間
べ

殆
ん 

ど
抵
抗
の
跡
も
示
さ
ず
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
事
等
も
こ
の
様
な
從
屬
性
か
ら
來
る

.か

.も
知
れ
な
い
。
^
^

め
る

必
要
も
な
い
程
交
通上
の

要
衝
を
占
め
た

事
も
、
商
業
發達
の

有
力
な
一
條
件
を
形
成
し
.た
の
.
と
陳
時
に
、

:̂
'
'

も
し
出
す
條
件
と
'4
«な
つ
た
様
に
菏
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
何
れ
に
せ
ょ
、
制
度
的
に
は
江
戶
市
外
の
一
村
落
で
.あ
；り

、
事

實

近

世

當

初

に

梦

い

：
て
樣 

と
努
え

ら
れ
.
るこ
の
村

が

、

時

代

と
共
に

實

質

的

に

は
江
’戸

の

一
翼
と

な
る
迄'に
都
市
化
し
.、
；

初
期
と
は
全
く

異
っ
.た
姿
に
.
、
.
變

貌

し
て 

行
く
過
程
に
、
限
#
內
で
あ
る
に
せ
ょ
、
江
戶
の
發
展
と
近
郊
村
の
對
應
と
い
ぅ
近
世
的
發
展
の
一
形
態
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

村

落

聯

合

組

合

村

に

つ

い

で

——

武
藏
國
足
立
郡
染
谷
村
，

.

, 

'
島

.

崎

隆

夫

t
此
封
建
甘
會
の
村
落
は
、
中
世
蘭
時
代
を
通
じ
、徐
々
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
未
期
に
お
い
て
か
な
り
習
な
形
タ
取
り
有
め
た 

r

郎
ー
知
る
い

は「

村」

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
自
治
的
活
動
を
行
つ
，た
典
•同
體が
、

'

多
ぐ
の
政
治
的
諸
變
革
を
經
過
し
つ
'

つ
、
展
開
を 

，み
二R

成
さ
れ
て
來
た
も
の^

つ̂
た(

斤

-*
-き
薩
的
秩
序
が
崩
壞
し
、
未̂
近̂
世
'̂
秩
序
が
完
■全
に
形
成
さ
■̂
得
な
か
つ
た中

f
末
期
' 

よ
、
•中
世
領
主
權
が
薄
弱化
さ
れ
た
こ
と
に
よ-つ
て
、
社
會
的
不
安
と^
治

的

動

播

が

！
^
の
極
に

達
し
，「

土
一 
挟」

に
見
ら
れ
た
よ
う 

な
尤
ず
し
い
變
舉
の
時
代
で
ぁ
つ
_

た
が
、
か
か
る
時
代
に
お
い
て
、衬IS

達
は
蘭
的
支
配
秩
序
に
對し
て
批
判
を
加
ぇ
、
武
士
階
級
の 

荒
酷
な
る
_

に
對
し
て
抵
抗
，し
Y
も
つ
て
、‘彼
等
の
社
會
•義

生

活

を

_

_

の

畫

に

從

い
，
新
古
秩
序
の
下
に
營
ま
ん
と
す 

る
欲
求
と
な
つ
て
現
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
各
村
裕
民
達
は
、
舀
己
の
安
全
富
ら
保
つ
こ
と
を
餘
儀
な
く
せ
ら

れ
、
そ
れ
は
、
柯
め
て 

自
然
に
、一.

定Q

地
域
を
_
し
て
、
■

防
衞
地
域
を
つ
.く
り

.
、い
わ
ば
自
爵
當
生
活
體
と
し
て
の
村
落
の
形
成
を
强
く
打
ち
出
し 

.

^^

自
治
的
傾
向
を
强め
、
共
同
利
益
の
防
衛
と
維
持
を
許
る

と
い
う
方
向
が
取
ら
れ
た
美
に
、
村
落
間
，の
結
合
を
生.み
^
村
落
ft
p
互
間
の
團
體
的
行
動
冷
可
能
な
らし
め
、
共
同
し
て
同
一
の
I
; 

を

囊
せ
ん
.

と
す
る
、
地
域
的
結
合
が
行
は
れ
璧)

こ
の
.よ
う
な
中
世
末
の
村
落
は
、
多
く
の
政
治
的
、
社
會
的
、
お
•よ
び
終
濟
的
_

村
落
m
合
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